
　　　　議案第３号　令和８年度（２０２６年度）朝霞市一般会計当初予算 【参考資料】

・当初予算に計上した新規・拡充事業を掲載しています。

（機構順）

No 頁

1 1

2 1

3 2

4 2

5 3

6 3

7 4

8 4

9 5

10 5

11 6

12 6

13 7

14 7

15 8

16 8

17 9

18 9

19 10

20 10

21 11

22 11

23 12

24 12

25 13

26 13

27 14

28 14

表彰審査会の開催 秘書課

広報あさか音訳謝金 シティ・プロモーション課

道路等監視カメラの増設 危機管理室

防犯カメラ設置工事費補助金 危機管理室

Microsoft Accessライセンスの更新 秘書課

市制施行60周年記念シティ・プロモーション事業の実施 シティ・プロモーション課

市キャラクター「ぽぽたん」製作 シティ・プロモーション課

消防団の被服更新

LGWAN回線の無線化 デジタル推進課

LGWAN回線の二重化 デジタル推進課

電算システム改造 デジタル推進課

生成ＡＩ導入 デジタル推進課

令和８年度（２０２６年度）朝霞市一般会計当初予算　事業概要

取　組　名 所　管　課

朝霞地区４市共用火葬場設置基本計画の策定 政策企画課

危機管理室

市制施行60周年記念式典 人権庶務課

市庁舎長寿命化改修工事 財産管理課

納税通知書等の電子化対応 課税課

eLTAX公金収納対応 課税課

家屋システムの更新 課税課

市税等のコンビニ収納代行事業者切替 収納課

浜崎農業交流センター空気調和設備の更新 産業振興課

根岸台農園の整備 産業振興課

農業祭会場設営委託の拡充 産業振興課

新規就農者への育成補助金の交付 産業振興課

産業文化センター空気調和設備改修工事 産業振興課

朝霞和光資源循環組合負担金 資源リサイクル課

リサイクルプラザ高圧受電設備修繕 資源リサイクル課

マイナンバーカード交付通知書発送用封筒購入 総合窓口課

マイナンバーカードに係るコールセンターの設置 総合窓口課

 ８－１議案第３号資料



（機構順）

No 頁取　組　名 所　管　課

29 15

30 15

31 16

32 16

33 17

34 17

35 18

36 18

37 19

38 19

39 20

40 20

41 21

42 21

43 22

44 22

45 23

46 23

47 24

48 24

49 25

50 25

51 26

52 26

53 27

54 27

55 28

56 28

57 29

58 29

都市計画基礎調査 まちづくり推進課

土地開発基金により取得した駅東通線事業用地の繰戻し まちづくり推進課

乳児等通園支援事業(こども誰でも通園制度)に係る施設給付 保育課

都市基本図等修正業務 まちづくり推進課

朝霞台駅南口道路空間利活用実証実験 まちづくり推進課

保育園空気調和設備交換工事 保育課

保育園園舎塗装工事 保育課

保育園照明ＬＥＤ化工事 保育課

溝沼複合施設大規模改修工事設計業務 こども未来課

放課後児童クラブＩＣＴ導入 こども未来課（保育課）

保育園給食調理器具の更新 保育課

税制改正対応に係る国民年金システム改修 国保年金課（保険年金課）

第10期朝霞市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定業務 介護保険課（長寿はつらつ課）

地域密着型サービス施設等整備 介護保険課（長寿はつらつ課）

総合福祉センター大規模改修工事設計業務 障害福祉課（福祉相談課）

生活保護データ標準レイアウトシステムの改修 生活援護課

集団検診項目の拡充及び予約サイト・コールセンターの設置 健康づくり課

第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の策定 障害福祉課

重度心身障害者医療の対象者拡大 障害福祉課

障害児等療育支援事業内での発達検査の実施 障害福祉課

朝光苑備品購入 高齢者・地域福祉課（長寿はつらつ課）

朝光苑施設改修工事 高齢者・地域福祉課（長寿はつらつ課）

ねんりんピック空手道交流大会の開催 高齢者・地域福祉課ねんりんピック室
（長寿はつらつ課ねんりんピック室）

重層的支援体制整備に向けた職員研修 地域共生社会課（福祉相談課）

地域包括支援センター運営業務委託料の増額 地域共生社会課（長寿はつらつ課）

成年後見制度報酬助成 地域共生社会課（福祉相談課）

コミュニティセンターの備品購入（長寿命化工事に合わせた更新） コミュニティセンター

コミュニティセンター長寿命化改修工事 コミュニティセンター

マイナンバーカード裏面印字機等賃貸借 総合窓口課

手数料及び市税等収納用レジスター入替 朝霞駅前出張所



（機構順）

No 頁取　組　名 所　管　課

59 30

60 30

61 31

62 31

63 32

64 32

65 33

66 33

67 34

68 34

69 35

70 35

71 36

72 36

73 37

74 37

75 38

76 38

77 39

78 39

79 40

80 40

81 41

82 41

83 42

84 42

85 43

86 43

87 44

88 44

文書共有システムの容量の追加 議会総務課

小学校図書フィルム装備 教育総務課

北朝霞陸橋（軌道外）改修工事設計業務 道路整備課

跨線橋点検業務 道路整備課

ＰＣＢ廃棄物処分等 道路整備課

樋管遠隔操作設定工事 道路整備課

東橋改修工事設計業務 道路整備課

黒目橋改修工事設計業務 道路整備課

路面下空洞調査 道路整備課

市道2332号線他舗装補修工事負担金 道路整備課

土地開発基金により取得した道路用地の繰戻し 道路整備課

朝霞大橋避難階段設置設計及び地質調査 道路整備課

市道2168号線擁壁改修工事 道路整備課

市道５号線道路改良工事 道路整備課

シンボルロードベンチ修繕 みどり公園課

北朝霞駅西口ロータリー広場化工事 道路整備課

朝霞台駅南口広場歩道改修工事 道路整備課

土地開発基金により取得した水久保公園用地の繰戻し みどり公園課

滝の根公園木製遊具撤去工事 みどり公園課

あけぼの公園トイレ照明改修工事 みどり公園課

北朝霞駅東口地下自転車駐車場ラック改修工事 まちづくり推進課

みやど公園他台帳作成業務 みどり公園課

城山公園他トイレ洋式化等工事 みどり公園課

景観に配慮したバス待ち環境の充実（ベンチ設置） まちづくり推進課

歩道橋長寿命化対策工事 まちづくり推進課

朝霞駅南口周辺地区交通安全対策工事 まちづくり推進課

地区交通戦略の策定 まちづくり推進課

デマンド交通（タクシー補助）の実施 まちづくり推進課

公共交通空白地区の改善に向けた実証運行に係る損失補填 まちづくり推進課

土地開発基金により取得した岡通線事業用地の繰戻し まちづくり推進課



（機構順）

No 頁取　組　名 所　管　課

89 45

90 45

91 46

92 46

93 47

94 47

95 48

96 48

97 49

98 49

99 50

100 50

101 51

102 51

103 52

104 52

105 53

106 53

107 54

108 54

109 55

110 55

111 56

112 56

113 57

114 57

115 58

※所管課の括弧内は令和８年度機構改革前の課名を掲載しています。

県議会議員選挙の執行 選挙管理委員会事務局

農業者への通知の配付方法の変更 農業委員会事務局

中央公民館の備品購入（長寿命化工事に合わせた更新） 中央公民館

中央公民館長寿命化改修工事 中央公民館

標準化選挙システム構築 選挙管理委員会事務局

丸沼芸術の森コレクション展 文化財課

朝霞市博物館展示用照明ＬＥＤ化 文化財課

プラネタリウムコンソール用ＰＣ、投映用プロジェクター更新 中央公民館

ロードレース大会記録計測等業務 生涯学習・スポーツ課

中央公園野球場劣化状況調査 生涯学習・スポーツ課

中央公園陸上競技場非常放送設備の改修 生涯学習・スポーツ課

溝沼学校給食センターボイラー１号機改修工事 学校給食課

障害者の生涯学習環境の整備に向けた検討 生涯学習・スポーツ課

プログラム提供型放課後子ども教室の拡充 生涯学習・スポーツ課

浜崎学校給食センター空気調和設備交換工事 学校給食課

浜崎学校給食センター空気調和設備増設工事 学校給食課

溝沼学校給食センター会議室空気調和設備改修工事 学校給食課

就学援助費の単価引き上げ（小学校） 教育管理課

就学援助費の単価引き上げ（中学校） 教育管理課

溝沼学校給食センター厚生室空気調和設備修繕 学校給食課

中学校図書フィルム装備 教育総務課

中学校ＧＩＧＡスクール端末リプレイス 教育総務課

第三中学校少人数学級整備工事（転用整備） 教育総務課

第十小学校大規模改修工事 教育総務課

小学校屋内運動場照明ＬＥＤ化 教育総務課

特別支援学級補助員の増員 教育指導課・教育総務課

小学校ＧＩＧＡスクール端末リプレイス 教育総務課

※新規・拡充事業として採択された取組のうち、資源リサイクル課の３件の取組（ごみ焼却処理施設の維持管理、資源
ごみ処理施設の維持管理、粗大ごみ処理施設の維持管理）については、合計した総事業費が前年度と同額（拡充額０
円）のため、掲載していません。



〈物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金対象事業〉

（推奨事業メニュー分） （機構順）

No 頁

1 59

2 59

3 60

取　組　名 所　管　課

保育園給食賄材料費の増額分の保護者負担軽減 保育課

民間保育園給食費補助金支給事業の拡充 保育課

中学校給食費保護者負担軽減 学校給食課



16
予
算
額

歳入 歳出

本取組の事業費（千円）

款 科目名称

朝霞地区４市共用火葬場設置基本計画の策定 朝霞地区４市共用火葬場設置検討事業 19,785

補正理由

18 負担金 19,769

予算額（千円）

〈取組内容の説明〉

予算額（千円） 節

・朝霞地区４市では、公設の火葬場がないた
め、近隣の施設を利用しなければならない。
・使用料が高額である。
・利用可能な時間帯についても制限を受けて
いる。
・今後迎える高齢多死社会を見据える必要が
ある。

県内の実施状況等

・さいたま市浦和斎場（建築：昭和55年
（1980年））
・所沢市斎場（建築：昭和62年（1987年））
・入間東広域斎場しののめの里（建築：平成
20年（2008年））
　※富士見市、ふじみ野市、三芳町で構成
・川越市斎場（建築：平成28年（2016年））
・川口市めぐりの森（建築：平成30年（2018
年））

　朝霞地区４市共用火葬場設置基本計画の策定に向けた検討を進める。基本計画の策定にあたっては、市民説明会や市民コメント
等で素案に対する意見を伺い、基本計画に反映させる。
　また、設計に必要な調査等を実施する。
（効果）今後迎える高齢多死社会において、他の火葬場が利用できない事態が生じても、火葬場をスムーズに利用することができ
るようになる。

〈積算内訳〉
○普通旅費   節）旅費　細節）普通旅費　16,000円・・・①
　｛（1,600円 × 2［往復］ ＋ 2,000円） ｝× 3人 × 1回 ＝ 15,600円 ≒ 16千円
　※栃木県栃木市斎場（あじさいの杜）への視察を想定
○朝霞地区４市共用火葬場設置検討協議会負担金（４市で按分）【令和８年度分】
  節）負担金、補助及び交付金　細節）負担金　19,769,000円・・・②
・朝霞地区４市共用火葬場周辺整備設計業務　20,000,000円(志木市のR7.12補正で計上分)
　用地地盤調査業務（ボーリング調査）　30,000,000円
　都市計画マスタープラン改訂        　　　13,000,000円
　路線測量委託業務　        5,000,000円
　道路実施設計委託業務　11,000,000円
・消耗品費（事務用消耗品費）　50,000円
・図書費（参考図書購入費）　　10,000円
・使用料及び賃借料（市民説明会会場）4,610円 × 3回＝ 13,830円 ≒ 14,000円
　※志木市総合福祉センター・ホールを想定
　   合計　79,074,000円÷4市＝19,768,500円 ≒ 19,769,000円
①＋②＝19,785,000円

細節

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 政策企画課

取組名 事務事業名

事業概要

08 普通旅費

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 秘書課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

表彰審査会の開催 秘書事業 104

08 費用弁償 24

実施理由 事業概要

　市制施行60周年を迎えるにあたり、表彰審
査会を開催し、市政発展にご尽力いただいた
方々に対して表彰することで感謝の意を表
す。

〈取組内容の説明〉
　令和９年度に「市制施行６０周年記念式典」を開催するにあたり、市政発展にご尽力いただいた方々を表彰して感
謝の意を表す。表彰審査会を開催することで、表彰対象者を選定する。

〈積算内訳〉
節）報酬　細節）委員報酬　80千円
　・　表彰審査会委員報酬　8,000円×5人×2回=80,000円

節）旅費　細節）費用弁償　24千円
　・　表彰審査会委員費用弁償　2,400円×5人×2回＝24,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

01 委員報酬 80

1



事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 秘書課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

科目名称 予算額（千円） 節 細節

Microsoft Accessライセンスの更新 秘書事業 33

実施理由 事業概要

　スケジュール及び公職歴管理にMicrosoft
Accessを使用しており、ライセンスの更新を
図る。

〈取組内容の説明〉
　秘書業務として、スケジュール管理及び周年事業の表彰等のため公職歴管理を行うに当たり、Microsoft Accessを
使用している。

予算額（千円）

〈積算内訳〉
節）需用費　細節）消耗品費　33千円
　・　その他消耗品費　32,442円（税込み）

県内の実施状況等

各市、専用ソフトやエクセルなどを活用して
スケジュール管理等を行っている。

10 消耗品費 33
予
算
額

歳入 歳出

款

市制施行60周年記念
シティ・プロモーション事業の実施

シティ・プロモーション事業 680

実施理由 事業概要

・令和9年3月15日、市制施行60周年を迎え
る。市民の皆さまとともに祝い、この60周年
をひとつの契機として、将来に渡って市の魅
力を持続的にアピールし、市内外へ積極的に
情報発信することで、対外的には朝霞市への
認知度の向上を図り、市民に対しては朝霞に
住んでいることのへの誇りや愛着の醸成を図
る。

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

・近隣3市の状況
　 新座市：55周年（R7.11.1）
　 志木市：55周年（R7.11.22）
　 和光市：55周年（R7.10.31）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 シティ・プロモーション課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

上記参照

旅費　　 33千円（市にゆかりのある方への取材に対する旅費）　  32,100円
需用費　347千円（写真パネル・記念グッズ・等身大パネルなど） 346,992円
委託料　 60千円（60周年ロゴ作製）　                   　     60,000円
使用料及び賃借料　109千円（動画撮影用レンタル）             108,336円
備品購入費　131千円（バック・パネル製作）                   130,130円

合計　680千円

〈積算内訳〉

・令和8年度は周年ロゴの募集・コンテストを行い、気運を高めロゴが決定次第、各種事業にロゴを活用していく。
・市制施行60周年の日に合わせ、「ぽぽたん」を活用し誕生おめでとう動画配信、市にゆかりのある著名人からのお
祝いコメント動画などを放映する。また、「ぽぽたん」を活用したイベントでは、「ぽぽたん」誕生10年の歩み展示
やフォトスポットを設置し認知度の向上を図る。
・コンテスト実施に伴うＳＮＳの配信により、市内外に向けた市の認知度向上、愛着の醸成、関係人口の増を図る。
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 シティ・プロモーション課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

指定寄附金 990 17 着ぐるみ購入費 990

市キャラクター「ぽぽたん」製作 シティ・プロモーション事業 990

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
・「ぽぽたん」３代目製作
①「ぽぽたん」を各種イベントに出動し市のＰＲをすることで、「ぽぽたん」を通じた市の認知度向上が図れる。
②市の主催イベント、民間事業所や団体、保育園や学校など幅広くぽぽたんの貸し出しを行っている。なお、貸し出
し件数も多くなっており、バッティングの防止が期待できる。
③新たに「ぽぽたん」を製作することで、市民とふれあう場などにおいて、たんぽぽの妖精である「ぽぽたん」のこ
れまでに積み重ねてきたキャラクターイメージを壊さず、継続することができる。
④60周年記念事業による「ぽぽたん」の出動件数が増えることが予測され対応可能となる。

〈積算内訳〉
節）備品購入費　　細節）着ぐるみ購入費　　説明）着ぐるみ購入費
・本体製作費　　　　　　　　　　　　　　　　　　680,000円
・バッテリー＆ファンユニット　　　　　　　　　　155,000円
　（バッテリー2台・ベスト・送風機・セット充電器・専用バック）
・着ぐるみバック＋キャリー　　　　　　　　　　　 40,000円
・発送梱包費                              　　    5,000円
・名札製作費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20,000円
　 小計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 900,000円
　　　　900,000円×1.1＝990,000円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

19

新座市：ゾウキリン（現在2体 今年度3体目製作中）
志木市：カパル（当初(15年間)1体 貸出なし）
和光市：わこうっち（現在3体 1体エア 2体かぶり）
　　　　（2012年、2013年、2019年に製作）
富士見市：ふわっぴー（現在3体 1体エア 2体ウレタン
         令和8年度予算計上予定）
深谷市：ふっかちゃん（現在10体）毎年2回クリーニン
グ

県内の実施状況等

・令和9年度は、市制施行60周年に合わせ「ぽぽた
ん」を活用した事業において、真新しい「ぽぽた
ん」で市民とともにお祝いしたいことから、３代
目を製作する。
・平成２９年度、市制施行５０周年を記念して製
作した市キャラクター「ぽぽたん」（１代目）及
び令和元年度に製作した「ぽぽたん」（２代目）
において、それぞれ８年と６年が経過している。
・ぽぽたんを通じたプロモーションを各団体、学
校、関係各課の利用頻度も増加しており、汚損、
劣化等進んでいる状況である。
・毎年、クリーニング費用を計上し専門業者に出
しているが、縫製が劣化等しているため、令和５
年度以降、拭き上げ作業のみで水洗い等本来のク
リーニングができない状況である。

広報あさか音訳謝金 広報あさか発行事業 96

実施理由 事業概要

・朝霞リーディングサークルの協力により視
覚に障害のある方を対象として、広報あさか
の音訳版である、声の広報あさかを作成して
いる。
・広報あさかの音訳版は、視覚障害者等に対
し市政情報を伝える手段として継続して作成
する必要がある。
・現在の作成は無償協力であり、継続的に音
訳版を作成いただくために負担を軽減する目
的で、団体への音訳謝金を導入する。

〈取組内容の説明〉
・音訳版は、デイジー形式のＣＤとして作成され、図書館への設置や希望者への送付、市ホームページへの掲載を行
うことで、視覚障害者に対し市政情報を伝える手段となっている。
・音訳には複数のサークル会員が複数日・時間をかけて作成している。また、専用機材を使用しており、機材のメン
テナンス費用等も必要であり、音訳謝金を導入することで、そういった負担の一部軽減を図り、継続的に音訳版広報
の作成に協力をいただく。

〈積算内訳〉
事業）広報あさか発行事業　節）報償費　細節）謝金　　96千円
　　　8,000円／月×12カ月＝96,000円

県内の実施状況等

和光市　年144,000円を謝金として支払い
新座市　年30,000円を謝金として支払い
志木市　年50,000円を翻訳料として支払い

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 シティ・プロモーション課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

07 謝金 96
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 危機管理室

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

13 諸使用料 935

道路等監視カメラの増設 防災対策事業 935

実施理由 事業概要

・突発的、かつ、短時間の内に被害が生じる
集中豪雨に対し、的確に判断・対応を行うに
は、現場の状況をリアルタイムに把握してい
く必要がある。
・近年、豪雨災害が激甚化しており、内水
（浸水）被害のみならず、外水（河川氾濫）
被害が発生する可能性が高まっている。短時
間で急激に水位が上昇しやすい黒目川につい
ては、複数の現場の状況を把握する必要があ
る。

〈取組内容の説明〉
・市内23か所に設置されている定点カメラが約３分ごとに撮影する写真を、オンラインで確認することができるサー
ビス「ビューちゃんねる」について、黒目川にかかる新高橋付近（溝沼486-1付近）にカメラを１台増設する。
・既に黒目川沿いに設置されている３か所（わくわくドーム脇、笹橋、泉橋）のカメラと併せて、水位の状況が確認
できるようになることで、より的確な災害対応につなげることができる。

〈積算内訳〉
（節）使用料及び賃借料　（細節）諸使用料

　　初期導入費用　　　　　　　　　　　　　　　750,000円
　　月額利用料　　　　 10,000円 × 10か月 ＝ 100,000円
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　850,000円
　　　消費税　　　　　　　　　　　　　　　　　 85,000円
　　総　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　935,000円

県内の実施状況等

毛呂山町で同一サービスを導入

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

防犯カメラ設置工事費補助金 防犯対策推進事業 1,555

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
・防犯カメラ設置工事費補助金交付要綱により、自治会等が新たに防犯カメラを設置する場合にかかる費用を補助金
の対象としているが、機器設置への補助を拡充するとともに、これまで対象外としていた機器更新についても補助金
の対象とする。
・機器の設置への補助を拡充し、新たに機器の更新を補助金の対象とすることで、自治会等の負担を減らし防犯カメ
ラの設置促進を図り、犯罪を起こさせにくい地域環境づくりを推進する。

〈積算内訳〉
補助金　朝霞市防犯カメラ設置工事費補助金

新規設置：5台×上限200,000円＝1,000,000円
機器更新：11台×上限100,000円＝1,100,000円

合計　2,100,000円　…①

拡充前の事業費総額　545,000円　…②

①－②＝1,555,000円（拡充額）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 危機管理室

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

18 補助金 1,555

　自治会等の負担を減らし防犯カメラの設置
促進を図り、犯罪を起こさせにくい地域環境
づくりを推進する。

県内の実施状況等

志木市：自治会主導ではなく市が主体となっ
て防犯カメラを設置している。
和光市：防犯カメラ設置に関する補助金制度
なし。
新座市：自治会・町内会向けの補助金制度は
なし。

4



志木市、新座市更新済み
和光市令和６年度更新

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

10 消耗品費 4,825

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 危機管理室

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

消防団の被服更新 消防団運営事業 4,825

実施理由 事業概要

既存の被服（活動服）を長期間使用している
団員が多数存在する。
活動服は、日ごろの訓練や警戒活動など着用
の機会が多く、劣化が激しいため、安全性や
運動性等を考慮し、更新を図る。

〈取組内容の説明〉
　現状の消防団員の消防活動用の被服は購入から２０年以上(平成１３年より更新なし、２４年以上)が経過してお
り、劣化が著しく、更に、ISO11613の基準を満たしていない。
　そのため、既存の被服（活動服）を更新する。

【効果】
消防団活動の安全性の向上
運動性・機能性の向上

〈積算内訳〉
活動服上衣　12,600円、活動服ズボン　11,600円　　計　24,200円…Ａ
活動服上衣（女性用）16,400円、活動服ズボン（女性用）17,400円　　計　33,800円…Ｂ
　　　Ａ×120人＝2,904,000円、Ｂ×  5人＝  169,000円
高視認プリント　10,500円×125人　計 1,312,500円
　　　小計　4,385,500円　　消費税　438,550円

　　合　計     4,824,050円
　　改　め　     4,825千円

県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 人権庶務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

市制施行60周年記念式典 市制施行60周年記念式典事業 4,728

上記参照

実施理由 事業概要

　市制施行60周年を迎えるにあたり、記念式
典を挙行し、市政発展にご尽力いただいた
方々に対して感謝の意を表すとともに市民の
方々が市政についての関心や理解を深める機
会とする。

〈取組内容の説明〉
・令和９年度に「市制施行６０周年記念式典」を開催する。令和８年度は準備作業を実施する。
・市政発展にご尽力いただいた方々に対して感謝の意を表すとともに市民の方々が市政についての関心や理解を深め
る機会とする。

〈積算内訳〉
節）報償費　細節）記念品代　3,135千円
　・　表彰者等記念品代　2,500円×1,100個×1.1=3,025,000円
　・　協力者記念品代　　1,000円×100個×1.1=110,000円
節）需用費　1,066千円
　細節）消耗品費　313千円
　　・　式典に必要な消耗品、事務用品　312,720円
　細節）印刷製本費　753千円
　　・　案内状、式典次第、表彰状等の印刷費用　752,950円
節）役務費　527千円
　細節）郵便料　165千円
　　・案内状発送郵便料　110円×1,500通＝165,000円
　細節）筆耕料　362千円
　　・表彰状等氏名筆耕料　470円×700人×1.1＝361,900円

県内の実施状況等

・和光市市制施行５５周年記念式典
（R7,10.31）
・新座市市制施行５５周年記念式典
（R7.11.1）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）
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市庁舎長寿命化改修工事 庁舎施設改修事業 834,750

実施理由 事業概要

市庁舎は、建築から本館は50年超、別館も30
年超が経過しており、建物が全体的に老朽化
している。
建物系公共施設マネジメント実施計画（第２
期）に長寿命化改修工事の実施を位置づけて
おり、計画的な改修を行う必要がある。

〈取組内容の説明〉
屋上防水、外壁改修を行うことで、漏水箇所の是正を行うほか、建物の劣化箇所に対する機能回復やバリアフリー化
などの機能向上を図る。
近年、空気調和設備や給排水管等の設備の老朽化に伴い、故障・不具合が発生していることから、今後も安全かつ安
心して長期的に使用するために各種設備を更新する。
内装改修において、執務室内のOAフロア化等を実施することで、執務環境の改善を図る。

〈積算内訳〉
令和８年当初予算　834,750千円（R8.9継続費総額　1,669,500千円）

節）委託料　細節）工事監理委託料　20,250千円
・市庁舎長寿命化改修工事 工事監理業務委託　業者見積参考
40,500,000円÷2（2年継続費）＝20,250,000円

節）工事請負費　細節）庁舎施設改修工事　814,500千円
・市庁舎長寿命化改修工事　1,629,000,000円
1,629,000,000円÷2（2年継続費）＝814,500,000円県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 財産管理課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

23 庁舎施設改修事業債 625,900 12 工事監理委託料 20,250

14 庁舎施設改修工事 814,500

継続費

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 デジタル推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

消耗品費 275

13 電算機借上料 2,301

LGWAN回線の無線化 電算管理事業 2,576

実施理由 事業概要

・LANケーブルをつないでいないと庁内の
ネットワークに接続できないため、業務を行
う場所に制限がある。
・庁舎の長寿命化工事にあわせてネットワー
クの配線をすることが望ましい。

〈取組内容の説明〉
・執務スペースや会議室にアクセスポイントを設置し、どこにいてもLANケーブルの配線に関係なくネットワークに接
続できるようになる。
・LANケーブルやハブなどの初期費用や、レイアウト変更による配線作業の手間などが削減できる。
・窓口対応での資料の閲覧や、会議・打ち合わせでの資料配布の手間が省け、業務の効率化につながる。

〈積算内訳〉
　節）使用料及び賃借料　　細節）電算機借上料　細々節）諸借上料

（新規・長期継続）
月額766,807円×3か月＝2,300,421円（税込）

　節）需用費　　細節）消耗品費　細々節）OA用品
無線子機
1,100円×250台（令和5年度導入PC）＝275,000円（税込）県内の実施状況等

志木市：AP45台、月額3,019,357円
新座市：AP77台、月額2,586,285円
和光市：AP75台、月額1,456,600円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

10
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歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

11 通信回線使用料 742

13 電算機借上料 115

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 デジタル推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

LGWAN回線の二重化 電算管理事業 857

実施理由 事業概要

LGWANアクセス回線及びルータを二重化する
ことで、一層の安定運用が実現され、障害リ
スクを更に低減することが可能となる。

〈取組内容の説明〉
LGWANは、自治体のセキュリティを共同で確保するデジタル基盤として重要な通信に利用されている。
障害リスク低減の観点から、LGWANアクセス回線とLGWAN接続ルータの二重化（ホットスタンバイ）を行う。
二重化するにあたり、現行の県ノード接続と、障害ポイントが最も少ない直接接続方式を新たに整備して、J-LIS（地
方公共団体システム機構）が推奨するハイブリット接続方式を採用する。

〈積算内訳〉
【拡充分】856,680円
節）役務費　細節）通信回線使用料
　回線開通費用（初回）　　　　　　　　92,400円
　付帯工事費用（初回）　　　　　　 　330,000円
　回線利用料　　月額53,240円×6か月＝319,440円

節）使用料及び賃借料　細節）電算機借上料
　ルータ賃貸借　月額19,140円×6か月＝114,840円

県内の実施状況等

近隣３市ともに、第五次LGWANへの移行の際
に、冗長化対応済み。

予
算
額

歳入

電算システム改造 電算管理事業 25,509

実施理由 事業概要

住民情報、税務をはじめとする基幹系システ
ムでは、毎年度、法令改正や制度改正等によ
り、既存システムの変更が必要になってお
り、対応するためプログラム修正等を行って
いる。引き続き、法令改正や制度改正等に対
応する必要がある。

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 デジタル推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 25,509

・住民情報、税務をはじめとする基幹系システムについて、法令改正や制度改正等により既存システムの変更が必要
になった場合に、プログラム修正等を行う。
・法令改正や制度改正等に、支障なく対応できるようになる。

〈積算内訳〉
節）委託料　細節）諸委託料　細々節）　電算システム改造委託料

①住基ネット統合端末OSバージョンアップ作業×2回 　　 　　　924,000円
②軽自動車税:税制改正等に伴うシステム変更　　　　　　 　 1,320,000円
③市民税：確定申告受付、税制改正等に伴うシステム変更　　 3,828,000円
④固定資産税：税制改正等に伴うシステム変更　　　　　　 　1,452,000円
⑤コンビニ交付:コンビニ交付用税データ更新　　　　　　　  2,640,000円
⑥社会保障・税番号制度システムデータレイアウト改版対応　　 957,000円
⑦システムデータレイアウト改版対応（団体内統合宛名等）　 2,871,000円
⑧介護情報連携基盤対応          　　　　　　　　　 　　  3,047,000円
⑨地方税以外の公金収納対応　　　　　　　　　　　　　　　   693,000円
⑩財務会計システム公会計（財務書類）改正対応　　　　　　   880,000円
⑪予防接種等の制度改正対応　　　　　　　　　　　　　 　　6,897,000円
　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　25,509,000円
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 デジタル推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

12 諸委託料 110

13 コンピュータ通信使用料 1,980

生成ＡＩ導入 デジタル推進事業 2,090

実施理由 事業概要

・生成ＡＩは、限られた人員で質の高い行政
サービスを維持するための切り札として期待
されており、先進自治体においても議事録の
自動作成や要約、翻訳機能による多言語対応
などに活用されている。ほかにも生成ＡＩは
企画書や報告書の素案の作成などに活用で
き、これにより職員は柔軟な判断を必要とす
る相談業務等に注力することが可能となる。
限られた人的資源を有効活用することは極め
て重要であり、本市においても生成ＡＩを活
用することが必要なため生成ＡＩを導入す
る。

〈取組内容の説明〉
・ＬＧＷＡＮ環境で利用できる生成ＡＩを導入する。
・生成ＡＩが議会答弁案や各種資料の素案作成、議事録の要約を行うことで職員の負担軽減につながる。
・ＲＡＧ機能（検索拡張生成）を利用することで庁内での問合せが削減される。

〈積算内訳〉
　節）使用料及び賃借料　細節）コンピュータ通信使用料
生成ＡＩサービス利用料
月額165,000円×12か月分＝1,980,000円

　節）委託料　細節）諸委託料　細々節）研修委託料
生成ＡＩ職員研修委託料
110,000円×1回＝110,000円

県内の実施状況等

県内27市町が生成ＡＩを活用中
志木市・新座市はLGWAN環境で利用
和光市はインターネット環境で利用

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

納税通知書等の電子化対応 市民税等賦課事業 440

実施理由 事業概要

・令和９年４月から運用開始される納税通知
書等の電子化について、導入に向けた準備を
行うため。

〈取組内容の説明〉
・地方税共同機構（地方税法に基づく地方共同法人）が管理・運営するeLTAXにおいて実施する、納税通知書等の電子
化への対応。
・納税者が納税通知書等（正本）に付されたeL-QRを読み取り、電子送付希望の申出をした場合に、電子的に副本の送
付を行う。
・電子送付の申出があった翌年度以降は、納付書の送付を、紙媒体の送付から電子媒体での送信に切り替えること
で、納税者の利便性の向上、事務の効率化、ペーパーレス化を進める。

〈積算内訳〉
委託料
　【納税通知書等の電子化対応に係る導入支援費】
　　地方税電子申告支援サービス
　　データセンター側対応費・現地作業支援費
　
　　400,000円×1.1＝440,000円

県内の実施状況等

全国の自治体が対象

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 課税課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 440
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 課税課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予算額（千円）

12 諸委託料 880

eLTAX公金収納対応 市民税等賦課事業 880

実施理由 事業概要

・令和９年７月から稼働開始を検討する
eLTAXによる公金収納に向けた準備を行うた
め。

〈取組内容の説明〉
・地方税共同機構（地方税法に基づく地方共同法人）が管理・運営するeLTAXにおいて実施する、eLTAXによる公金収
納への対応。
・公金収納のデジタル化は現行のeLTAXの地方税共通納税システムの仕組みを活用して実施する。
・各種制度の利用者はeL-QR等による電子納付等、納付方法の選択肢が増えることにより、利便性の向上が図られる。

〈積算内訳〉
委託料
　【公金収納に係る導入支援支援費】
　　　地方税電子申告支援サービス
　　　データセンター側対応費・現地作業支援費　　400,000円
　【データ連携サービス導入支援支援費】
　　　地方税電子申告支援サービス
　　　データセンター側対応費・現地作業支援費　　400,000円
　　　　　　　　　　　　　　　 800,000円×1.1＝880,000円

　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　計　　　　880,000円

　令和９年度から公金収納を行う場合は令和８年度中に上記作業の実施が必要。

県内の実施状況等

全国の自治体が対象

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節

志木市はＬＧＷＡＮ回線、新座市・和光市は
サーバ利用である。
新家屋システムは埼玉県内の自治体で90％以
上の実績がある。

予
算
額

歳入 歳出

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 3,396

課税課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

家屋システムの更新 固定資産税等賦課事業 3,396

実施理由 事業概要

・現在利用しているシステムはサーバで運用
しているが、サーバのリース契約期間が満了
することから、サーバを利用しないＬＧＷＡ
Ｎ回線の利用に切替えるため。
・家屋システムの保守サポートが令和11年度
で終了することから、システムのバージョン
アップが必要となったため。

〈取組内容の説明〉
・サーバのリースを継続するより、ＬＧＷＡＮ回線に切替えた方がコストが抑えられる。
・新築した家屋の評価額を算出するために使用している家屋システムの保守サポートが令和11年度で終了するため、
３年に１回の評価替えのタイミングで切替えることで、コストの削減、所有者への迅速な対応、職員の負担も軽減さ
れる。

〈積算内訳〉
節）委託料　細節）諸委託料

Ｒ７年度課税資料作成業務委託料　33,440,000円
Ｒ８年度課税資料作成業務委託料　36,836,000円

拡充額　36,836,000円-33,440,000円（R7当初予算額）=3,396,000円

県内の実施状況等
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取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

市税等のコンビニ収納代行事業者切替 市税徴収事業 319

11 収納代行手数料 319

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 収納課

実施理由 事業概要

・平成17年5月に市税等のコンビニエンスス
トア収納を導入して以降、これまで継続的に
コンビニエンスストア収納を実施している
が、この度、収納事務委託契約を締結してい
る事業者が収納代行事業からの撤退の意向を
表明。
・コンビニエンスストア収納は市税の収入総
件数のうち38.33％（市県民税普通徴収に限
れば49.02％）、国民健康保険税の同47.38%
を占める重要な納付手段であり、今後も維持
継続する必要がある。
・その他、介護保険料・後期高齢者医療保険
料もコンビニエンスストア収納を実施してい
る。

〈取組内容の説明〉
・デジタル化の推進によりオンライン納付の利用は拡大傾向にあるが、依然としてコンビニエンスストアでの収納
は、市の歳入確保に大きく貢献している納付方法である。
・安全かつ良質な公共サービスを確実、効果的に実施する財源を確保するため、円滑に事業者切替を実施することが
必要とされる。

〈積算内訳〉
　節）役務費　　細節）収納代行手数料
〇開発・導入費　　　　　計　　220,000円
　内訳　新規事業者初期契約費用　　  110,000円×２単位＝220,000円

〇運用・保守費　　　　　計　　  198,000円
　内訳　月額基本料　　　　　 　　  16,500円×3ヶ月×２単位＝  99,000円
  　　　収納代行手数料　　　　　　　※現行予算で措置済み

県内の実施状況等

・県内の全自治体がコンビニエンスストア収
納を実施、継続中

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 空気調和設備改修工事 1,386

歳出

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 産業振興課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

浜崎農業交流センター空気調和設備の更新 浜崎農業交流センター運営事業 1,386

実施理由 事業概要

・浜崎農業交流センター野菜売場の空気調和
設備２台のうち、出入口に近い１台が故障。
設置後２８年が経過し、交換部品がなく修繕
できないため、更新を行う。

〈取組内容の説明〉
・更新により、来場者が快適に利用できる。

〈積算内訳〉
工事請負費　空気調和設備改修工事　1,386千円

Ａ　直接工事費　  1,075,000円
Ｂ　諸経費　　　    185,000円
工事価格（Ａ＋Ｂ）1,260,000円
工事金額（税込）  1,386,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入
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実施理由 事業概要

・根岸台農園の現在の利用期間は令和４年４
月から９年２月末日までとなっており、令和
９年４月から新たに貸出を行うため、整備工
事を実施する。

〈取組内容の説明〉
・根岸台農園の片付け、整地、区画割、区画表示、防風ネット、木柵の設置など
・既存農園の整地を行い、新たな貸出を行うことで、市民に農地とふれあう場を提供することができるとともに、農
地の保全が図られる。

〈積算内訳〉
工事請負費　市民農園整備工事　1,419千円

【工事金額】1,419,000円
・直接工事費　993,758円
・諸経費　　　296,242円
・消費税　　　129,000円

県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 産業振興課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

根岸台農園の整備 市民農園事業 1,419

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 市民農園整備工事 1,419

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 産業振興課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

12 諸委託料 250

農業祭会場設営委託の拡充 農業祭事業 250

実施理由 事業概要

農業祭ステージイベントの充実を図るため、
ステージ及び音響設備の設営を委託する。

〈取組内容の説明〉
・農業祭運営委員会にステージイベントの企画・運営を行う部会を設け、ステージイベントの充実を図る。
・ステージイベントの充実により、多くの来場者が見込まれ、地場野菜や農業に対する理解促進が図られる。

〈積算内訳〉
会場設営等委託料　249,700円
・ステージ　65,000円
・音響設備　70,000円
・運搬設営　92,000円
・消費税    22,700円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）
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1,500

実施理由 事業概要

・農業従事者の高齢化や後継者不在などによ
る担い手不足が懸念されており、担い手の育
成・確保が急務となっており、国において新
規就農の促進のため各種施策を行っている。
それに連動し、県や市も新規就農の促進を
行っている。
・次世代を担う農業者となることを志向する
者に対し、就農直後の経営確立を支援するた
め、補助金を交付する。

〈取組内容の説明〉
・新たに農業経営を開始する者に補助金を交付する。（交付額は年１５０万円で、最長3年間）
・財源：県支出金10/10

〈積算内訳〉
〇負担金、補助及び交付金
　新規就農者育成補助金（経営開始資金）　1,500千円（県補助金10/10）

県内の実施状況等

・近隣３市は、補助金交付実績・要綱なし

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 産業振興課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 新規就農総合支援事業費補助金 1,500 18 補助金 1,500

新規就農者への育成補助金の交付 農業振興支援事業

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 産業振興課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

14 施設改修工事 36,397

産業文化センター空気調和設備改修工事 施設改修事業（産業文化センター費） 36,397

実施理由 事業概要

・産業文化センターの空気調和設備は、平成
１１年の建設当初に設置され、２５年が経過
しており、保守点検においても経年劣化によ
る性能低下や故障等のリスクが指摘されてい
る。応急処置は実施しているものの、すでに
当該製品に係る部品の製造が中止されている
ことが確認されていることなどから、抜本的
な改修を実施しないことには改善しない状況
にある。
・産業文化センターは、使用料を徴収する施
設であることから、直ちに改修を行う必要が
ある。

〈取組内容の説明〉
・産業文化センターの空気調和設備は、建設当初に設置されたもので、経年劣化による性能低下や不具合が発生して
おり、業務に支障が出るおそれが高いことから、不具合の多い系統から、緊急で改修するもの。

〈積算内訳〉
（仮称）産業文化センター空気調和設備改修工事
〇空気調和設備機器、空気調和設備工事、配管設備工事、電源設備工事、間接費（共通仮設費、現場管理費、一般管
理費）
（予算科目）
　款）商工費　項）商工費　目）産業文化センター費　事業）施設改修事業
　節）工事請負費　細節）施設改修工事
　工事費　33,087,500円
　消費税　 3,308,750円
　総合計　36,396,250円
　※参考見積による

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12



事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 資源リサイクル課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

18 負担金 800,000

朝霞和光資源循環組合負担金 朝霞和光資源循環組合負担事業 800,000

実施理由 事業概要

ごみ焼却処理施設等の老朽化に伴う更新が必
要であり、より経済的に事業を進めるため、
広域化して事業を実施する。

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

朝霞市と和光市でごみを共同処理する目的で設立された朝霞和光資源循環組合の負担金を支出する。経費の負担割合
は、同組合規約に定められている。議会費、総務費、用地購入費とこれに伴う公債費は均等割で、衛生費（用地購入
費関連を除く）は人口割となっている。朝霞市単独での更新実施に比べ、より負担額が少なく、かつ効率的なエネル
ギー回収が可能となる。

〈積算内訳〉
【令和8年度分】
＜歳出＞
　議会費（均等割）：  3,000千円…①　　　　総務費（均等割）　： 98,000千円…②
　衛生費（人口割）： 1,300,000千円…③　　 衛生費（均等割）： 140,000千円…④
　予備費（均等割）：  8,000千円…⑤
＜歳入＞
　国庫支出金、組合債（人口割）：995,000千円…⑥
　財調利子、繰越金、東電線下補償料（均等割）：9,000千円…⑦
【負担金額】
（均等割）（①+②+④+⑤-⑦）×0.5＝120,000千円…A
（人口割）（③-⑥）×0.63289＝193,000千円…B
　A+B＝313,000千円…イ
【財政平準化分】
工事費の負担を平準化する目的で、組合の財政調整基金として支出する。
　令和8年度積立額　：487,000千円…ロ
【負担金総額】
　イ＋ロ＝800,000千円

リサイクルプラザ高圧受電設備修繕 管理事業（リサイクルプラザ費） 352

実施理由 事業概要

PCB特措法に基づき、低濃度PCBの処分期限が
令和9年3月31日と定められている。
当施設の高圧受電設備（キュービクル）に使
用している絶縁油について、低濃度PCBの含
有有無を確認する必要がある。
コンデンサは、確認を行った場合に再使用が
不可となるため、確認後は新規品へ取り替え
る。

〈取組内容の説明〉
・絶縁油の低濃度PCBの含有有無の確認及びコンデンサを取り替える。
・絶縁油の低濃度PCBの含有有無を確認し、適正に対応することにより、環境汚染を防ぐことができる。

〈積算内訳〉
節）需用費　細節）施設等修繕料

〇高圧受電設備修繕

　修繕料　320,000円
　消費税　 32,000円
　合計　　352,000円

県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 資源リサイクル課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

10 施設等修繕料 352
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 総合窓口課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

印刷製本費 528

マイナンバーカード交付通知書
発送用封筒購入

住民基本台帳管理事業 528

実施理由 事業概要

・マイナンバーカードの申請をした市民に通
知するマイナンバーカード交付通知書の発送
用封筒が令和8年度中に不足するため、新た
に購入する。

〈取組内容の説明〉
・マイナンバーカードの申請をした市民に通知するマイナンバーカード交付通知書発送用封筒を購入することで、法
に基づく事務を適切に執行できる。

〈積算内訳〉
　節）需用費　細節）印刷製本費

令和8年度予算要求　528,000円

（契約内容）マイナンバーカード交付通知書発送用封筒
           60,000枚×8.0円×1.1＝528,000円

　　　　　　※　音声コード「Uni-Voice」入りで作成

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 マイナンバーカード交付事務費補助金 528 10

諸委託料

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

マイナンバーカードに係る
コールセンターの設置

住民基本台帳管理事業 11,630

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
・マイナンバーカード関連の問合せ及びカード交付等の予約受付について、業務委託により専用のコールセンターを
設置する。
・マイナンバーカード受取予約システムを構築し、電話予約に加えてシステムからマンナンバーカードの受取予約を
できるようにする。
・マイナンバーカードに関する問合せ等に対して、円滑かつ適切な対応を行うことができる。
・コールセンターの対応時間を8:30～20:00（土日・祝含む）とし、予約システムは24時間対応とすることで市民の利
便性向上に資する。

〈積算内訳〉
　節）委託料　細節）諸委託料

令和8年度予算　11,629,200円
　
　コールセンター業務委託料（R8.9.1～R11.8.31）
　　・業務構築費用　　　　　500,000円×1.1＝550,000円
　　・コールセンター運営費  7か月分×1,200,000円×1.1＝9,240,000円
　　・予約システム構築費　  初期費用　1,000,000×1.1＝1,100,000円
　　　　　　　　　　　　　  月額費用　66,000円×7か月分×1.1＝508,200円
　　・事務局管理費　　　　　30,000円×7か月分×1.1＝231,000円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 総合窓口課

予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 マイナンバーカード交付事務費補助金 11,630 12 11,630

・マイナンバーカード関連の問合せを集約し
て受け付けることで、お客様の待ち時間を短
縮するとともに、職員の事務負担を軽減する
ため、マイナンバーカードに係るコールセン
ターを設置する。

県内の実施状況等

・神奈川県座間市（人口約13万人）：マイナ
ンバーカード総合支援窓口及び相談対応コー
ルセンター委託実施
・和光市：検討中
・志木市：検討中
・新座市：未定
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 総合窓口課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

マイナンバーカード交付事務費補助金 230 13 230

マイナンバーカード裏面印字機等賃貸借 住民基本台帳管理事業 230

実施理由 事業概要

・転入、転居、氏名変更等があった住民のマ
イナンバーカード等に、変更後の住所や氏名
を裏書印字するために使用する機器につい
て、令和3年12月1日から令和8年11月30日ま
での長期継続契約期間が満了することから入
替を行う。

〈取組内容の説明〉
・マイナンバーカード等に変更後の住所や氏名等を裏書印字することで、本人確認書類としての有効性を担保するこ
とができる。
・戸籍の振り仮名法制化に伴い、令和8年6月以降は氏名の振り仮名についてもマイナンバーカードに記載する必要が
あり事務量が増加する見込みである。総合窓口課においては、現時点においても裏書印字機の処理待ちが生じている
ことから、市民対応を円滑に行うため、総合窓口課分を1台増設し計6台で運用を行う。

〈積算内訳〉
　節）使用料及び賃借料　細節）機器借上料

令和8年度予算要求　1,396,120円
　・現行リース契約
　　　カード裏面印字機借上料（R3.12.1～R8.11.30）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97,240円×8か月分＝777,920円

　・新規リース契約
　　　カード裏面印字機借上料（R8.12.1～R13.11.30）
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　154,550円×4か月分＝618,200円
　
　
拡充額：1,396,120円－1,166,880円（令和7年度当初予算額）＝229,240円

県内の実施状況等

機器借上料
予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16

手数料及び市税等収納用レジスター入替 窓口事業（朝霞駅前出張所費） 3,669

実施理由 事業概要

・平成19年（開所時）からリースをしている
レジ2台に不具合（レシート発行部分のつま
り、動作不安定など）が生じており、借り換
えが必要になっている。
・キャッシュレスが進んでいる昨今では、現
金を持ち合わせていない方も散見されること
から、早急に手数料支払いのキャッシュレス
化を進める必要がある。

〈取組内容の説明〉
・POSレジ２台（グローリーセット1台、Seav15a1台）、キャッシュレス端末2台、フレッツ光ネクストオフィスタイ
プ・ファミリー（スタンダード）導入
・手数料のクレジット、電子マネー、二次元コードでの支払いが可能になる。
・手数料等の支払いを自動支払化することで、集計事務のデータ整理が正確になる。
・自動釣銭機が付随することで、会計処理の間の時間や職員の動線に無駄がなくなり、窓口の混雑緩和につながる。

〈積算内訳〉
・令和８年度    　　　                  3,669千円
 【内訳】 備品購入費　庁用器具購入費　　　 25千円　（無線LAN中継器）
　　　　　　　　　　　レジスター購入費　3,558千円　（レジスター一式）
          役務費      通信回線使用料　　 　71千円　（プロバイダー料・回線新設工事費）
　　　　　 　         諸手数料 　　　      15千円　（キャッシュレス決済手数料）

県内の実施状況等

新座市、志木市にてキャッシュレス導入済み
(令和６年度朝霞台出張所導入、令和７年度
総合窓口課導入予定）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 朝霞駅前出張所

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 地域未来交付金 1,834 上記参照
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 コミュニティセンター

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

17 庁用器具購入費 7,103

コミュニティセンターの備品購入
（長寿命化工事に合わせた更新）

管理事業（コミュニティセンター費） 7,103

実施理由 事業概要

中央公民館・コミュニティセンターの備品に
ついては、施設の開館以来、長年使用してい
るものが多く、特に劣化が著しいものについ
て備品を更新する。

〈取組内容の説明〉
・長寿命化改修工事に合わせ、館内の備品等を更新することで、安全、安心で、快適な教育環境を提供する。

〈積算内訳〉
節）備品購入費　細節）庁用器具購入費
コミュニティセンター及び中公との共用部分の備品
①１階ロビー（記載台、テーブル、椅子、チェア）
②展示ギャラリー（有孔パネル一式）
③談話室（テーブル、椅子）
④授乳室（椅子）
⑤２階ロビー（テーブル、椅子）
⑥３階ロビー（ベンチ）
⑦３階ホール控室（ソファセット）
⑧その他（共用として時計、プロジェクター、スクリーン、ヒアリングループ）
合計7,102,700円
中央公民館（2,582,690円）との合計額　9,685,390円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

コミュニティセンター長寿命化改修工事 施設改修事業（コミュニティセンター費） 399,942

実施理由 事業概要

朝霞市公共施設等マネジメント実施計画に基
づき、長寿命化改修工事を実施する。

〈取組内容の説明〉
長寿命化改修工事を行うことにより、市民は安全安心にコミュニティセンターを利用することができる。
【概要】
①機能回復：屋上防水、外壁、受変電設備、空気調和設備、ホール設備（音響等）、外構等改修
②機能向上：シンボルロードに面する壁を撤去し、イベントスペースを談話室前に確保
③バリアフリー化：トイレ洋式化（2、3階）、授乳室（1階）、受付窓口のローカウンター化、バリアフリートイレの
自動ドア化（3階）、各部屋出入口の引戸化、点字ブロック設置
④環境対応：照明LED化、駐車場緑化ブロック化（一部）、太陽光発電設備

〈積算内訳〉
・中央公民館・コミュニティセンター長寿命化改修工事　　1,058,046,000円
・中央公民館・コミュニティセンター長寿命化改修工事監理業務委託  24,651,000円

令和7年度（工事）1,058,046,000円×35%×56.83%＝210,450,639円≒210,451千円
令和8年度（工事）1,058,046,000円×65%×56.83%＝390,836,902円≒390,836千円

令和7年度（監理）24,651,000円×35%×56.83%＝4,903,207円≒4,903千円
令和8年度（監理）24,651,000円×65%×56.83%＝9,105,956円≒9,106千円

令和7年度計（工事、監理）210,451千円+4,903千円＝215,354千円
令和8年度計（工事、監理）390,836千円+9,106千円＝399,942千円

県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 コミュニティセンター

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

20 公共施設マネジメント基金繰入金 40,142 12 工事監理委託料 9,106

23 コミュニティセンター施設改修事業債 359,800 14 施設改修工事 390,836

継続費
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予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

上記参照

重層的支援体制整備に向けた職員研修 重層的支援体制整備事業 283

実施理由 事業概要

　地域共生社会の実現に向けて、年齢や障害
の有無にかかわらず、誰もが必要な支援につ
ながる環境づくりが求められている。複数の
課題を抱える世帯が増える中、分野ごとの対
応だけでは十分に支援につながりにくい状況
がある。
　このため、庁内職員の連携を進めるととも
に、相談や地域支援を担う職員の対応力を高
め、必要な支援につながる体制の確保を図
る。

〈取組内容の説明〉
　重層的支援体制整備事業は、高齢・障害・子ども・生活困窮など、分野ごとに分けて行われてきた支援を、相談支
援、参加支援、地域づくりとあわせて進める取組である。複合的な課題への対応だけでなく、地域のつながりを広
げ、支援につながりにくい方への気づきを高める視点も求められている。
　本事業では、こうした重層的支援の考え方を庁内で共有し、部署間の連携を進めるための職員研修（相談対応の基
本的な考え方、地域での支え合いや地域資源とのつながり方など）を実施する。
　また、担当職員向けに、関係機関との調整方法やアウトリーチが必要な場合の視点など、実務に即した研修を行
い、より丁寧な支援につなげられるようスキルの向上を図る。

〈積算内訳〉
節）報償費　細節）謝金
　　職員等への研修講師謝金　30,000円×4回＝120,000円
節）旅費　　細節）普通旅費
　　研修参加に係る交通費　　387円×2（往復）×6人×6回＝27,864円
節）需用費　細節）消耗品費
　　消耗品一式　15,000円
節）負担金、補助及び交付金　細節）負担金
　　職員研修会負担金　20,000円×6人＝120,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　282,864円
県内の実施状況等

県内63市町村のうち、11市町村が重層的支援
体制整備事業を実施
(令和7年4月1日時点）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 地域共生社会課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 地域共生社会課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

地域包括支援センター
運営業務委託料の増額

重層的支援体制整備事業 3,180

実施理由 事業概要

　地域包括支援センター職員の処遇改善を図
るため、地域包括支援センター業務委託料を
増額する。

〈取組内容の説明〉
国が実施している介護従事者処遇状況等調査結果に基づき、地域包括支援センター業務委託料のうち職員人件費分を
増額する。
３職種（主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師）、介護支援専門員、事務職員の月額を調査結果と同額にする。

〈積算内訳〉
節）委託料　細節）諸委託料　162,564,000円
１包括当たり…①＋②＋③＝529,200円≒530,000円×6包括＝3,180,000円【拡充額】
　3職種 R6年度 379,610円
  384,620円(＋5,010円)×12か月×4人＝18,461,760円（240,480円増…①）
　介護支援専門員　R6年度 357,850円
  375,410円(＋17,560円)×12か月×1人＝4,504,920円（210,720円増…②）
　事務職員 R6年度 311,120円
  317,620円(＋6,500円）×12か月×1人＝3,811,440円（78,000円増…③）
　地域包括支援センター業務委託料のうち重層的支援体制整備事業対象分（包括的支援事業の一部及び生活支援体制
整備事業）
　第1・3・5圏域26,194,000円　第2・4・6圏域27,994,000円

県内の実施状況等

県内の地域包括支援センターの運営状況
直営　　　16自治体（1市15町）
委託　　　41自治体（34市6町1村）
直営＋委託　6自治体（5市1町）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 重層的支援体制整備事業交付金 1,224 12 諸委託料 3,180

17 重層的支援体制整備事業交付金 612
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事業概要

　認知症や障害などの理由で判断能力が不十
分な方が、適切な支援につながるためには、
成年後見制度を円滑に利用できる環境が必要
である。しかし、申立て費用や後見人等への
報酬は家計への負担が大きく、制度の利用が
進みにくい状況がある。
　このため、経済的な負担を軽減し、必要な
支援につながる環境の確保を図る。

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

埼玉県内63市町村のうち、33の市町で実施。
近隣では新座市、志木市、和光市ともに実
施。
(令和7年4月1日時点）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 地域共生社会課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

19 諸扶助 1,438

成年後見制度報酬助成 成年後見制度利用促進事業 1,438

実施理由

節)扶助費　細節）諸扶助
〇申立費用 334,000円（郵便料、手数料、診断書料、鑑定料等）
〇後見人への報酬 1,104,000円
・在　宅　者：28,000円×12月×2人分＝672,000円
・施設入所者：18,000円×12月×2人分＝432,000円　　計1,438,000円
(参考）介護特別会計計上分
申立費用：17,000円×3人分＝51,000円
後見人への報酬：28,000円×12月×3人分＝1,008,000円（在宅者）
　　　　　　　　18,000円×12月×3人分＝　648,000円（施設入所者） 計1,707,000円     合計　3,145,000円

〈積算内訳〉

 成年後見制度の申立て費用及び後見人等への報酬にかかる費用について、非課税世帯の方などを対象に助成を行い、
制度の円滑な利用と権利擁護の確保を図る。
【対象経費及び助成金額】
○申立費用
・申立手数料及び後見登記手数料の収入印紙代 ・郵便切手代 ・鑑定料（上限１０万円）・医師の診断書の作成費用
・成年被後見人等の住民票、戸籍謄本及び登記されていないことの証明書の発行手数料
○報酬費用
・後見人等への報酬（限度額）…在宅者：28,000円／月、施設入所者：18,000円／月

予算額（千円）

17 朝光苑備品購入費 858

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 高齢者・地域福祉課

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

朝光苑備品購入 特別養護老人ホーム管理運営事業 858

実施理由 事業概要

①業務用冷蔵庫（1台）の買い替え
　現在使用している調理室の業務用冷蔵庫は
平成23年に購入したもので、令和6年3月に一
度修理しているものの、既に老朽化している
こと、また修理部品の調達も困難な状況であ
るため。
②エアマット（2台）の買い替え
　現在、故障のため使用不能のものが１台、
平成17年に購入して20年使用しているものが
1台あり、褥瘡予防など安定した介護の提供
と業務効率を確保するため。
③空気圧マッサージ器（1台）の買い替え
　平成26年から使用している空気圧マッサー
ジ器に経年劣化が見られ、皮膚トラブルや痛
みなど身体への悪影響や突然の故障によるケ
ア提供の中断を予防するため。

〈取組内容の説明〉
朝光苑で使用している調理室の業務用冷蔵庫１台、エアマット２台、空気圧マッサージ器１台において、経年劣化に
よる故障のため使用不能な状態であること、また、修理部品の調達が困難な状況であり突然の不具合が懸念されるこ
とから、安定した介護サービスの提供と業務の効率を確保するため買い替えを行う。

〈積算内訳〉
備品購入費　朝光苑備品購入費
①業務用冷蔵庫（1台）　      338千円
②エアマット（2台）　        337千円
③空気圧マッサージ器（1台）　183千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出
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事業概要

〈取組内容の説明〉
玄関前の庇及び洗濯室裏の庇の漏水工事については、庇自体の劣化が激しい状態であることから、屋根の葺き替えを
行う。また、空気調和設備の入れ替えについては、静養室、看護室、医務室、面談室のマルチエアコン（室外機１台
で室内機２台を運転する空気調和設備）の入れ替え工事を行う。

〈積算内訳〉
工事請負費　朝光苑施設改修工事　　6,877千円
〔工事の概要〕
①　玄関前・洗濯室裏庇漏水修繕工事　　3,724千円
②　空気調和設備入替工事　　　3,153千円

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 高齢者・地域福祉課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 朝光苑施設改修工事 6,877

朝光苑施設改修工事 施設改修事業（高齢者福祉費） 6,877

実施理由

県内の実施状況等

①玄関前・洗濯室裏庇漏水修繕工事
　玄関前の庇は令和６年８月の台風１０号の
影響により天井部材が落下して漏水してお
り、資材腐食が激しいこと、また、洗濯室裏
の庇についても同様に、天井の落下を受け漏
水が発生しているとともに施設の通常利用が
できない状況であることから、修繕を行い施
設の利便性の回復を図る。

②空気調和設備入替工事
　平成17年に設置した空気調和設備は部品供
給終了のため、突然の故障時における復旧が
困難であることから、サービス提供の停止及
び安全管理のリスクを回避するため空気調和
設備の入れ替え工事を行う。

令和８年１１月に埼玉県で開催される全国健
康福祉祭（ねんりんピック）について、本市
での空手道交流大会の開催及び運営を図るた
め、ねんりんピック彩の国さいたま2026朝霞
市実行委員会へ補助金を交付する。

県内の実施状況等

新座市（マレットゴルフ）、戸田市（マラソ
ン）、川越市（ダンススポーツ）、さいたま
市（テニス、サッカー、なぎなた、軟式野
球、俳句）など、県内24市町で30競技を開
催。

ねんりんピック空手道交流大会の開催 ねんりんピック事業 5,058

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
〇内容
・ねんりんピック彩の国さいたま2026空手道交流大会の開催準備を行う。
・ねんりんピック彩の国さいたま2026空手道交流大会を開催する。
〇効果
・市民のウェルネスの向上や生涯にわたるスポーツの楽しみを体感してもらう。
・大会の参加選手や関係者等へ朝霞市をＰＲし、再訪のきっかけを作る。

〈積算内訳〉
補助金　実行委員会補助金5,058千円
※医師、審判等謝金、プログラム作成費用、大会開催費用等
※市から朝霞市実行委員会へ補助金を交付し、朝霞市実行委員会で空手道交流大会の開催及び運営を行う。

　　　　　　　　　昨年のねんりんピック空手道リハーサル大会の様子（令和７年９月開催）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課
高齢者・地域福祉課
ねんりんピック室

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

節 細節 予算額（千円）

18 補助金 5,058
予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円）
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 障害福祉課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

第８期障害福祉計画・
第４期障害児福祉計画の策定

障害者プラン・障害福祉計画推進事業 2,270

10 印刷製本費 950

12 諸委託料 1,320

実施理由 事業概要

・現在、「第7期朝霞市障害福祉計画・第3期
朝霞市障害児福祉計画（令和6年度～令和8年
度）」により障害福祉サービス等の給付及び
充実に努めている。これらの計画期間につい
ては令和8年度をもって終了するため、その
後の計画を策定する必要がある。

〈取組内容の説明〉
・第8期朝霞市障害福祉計画・第4期朝霞市障害児福祉計画の作成（令和9年度～令和11年度）
・業務委託は2年間とし、令和7年度において、障害者等を対象としたアンケート調査の実施・内容分析等を行い、令
和8年度に計画書の作成を行う。

〈積算内訳〉
節）委託料　細節）諸委託料　1,320千円
　障害福祉計画等策定委託料：1,320,000円
　　※令和7年度～8年度までの継続費（3,850,000円）

節）需用費　細節）印刷製本費　950千円
　計画書及び概要版作成
　計画書　18,000円×50部＝900,000円
　概要版　500円×100部＝50,000円

県内の実施状況等

近隣3市をはじめ、他の自治体においてもコ
ンサルタントを活用して計画を策定してい
る。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

継続費

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 障害福祉課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

重度心身障害者医療の対象者拡大 障害者医療・手当給付事業 16,308

実施理由 事業概要

精神科通院の必要性があるにも関わらず受診
を控えることがないよう、精神障害者手帳２
級所持者の精神科通院医療費を助成すること
により、定期通院等を促進し、再発や重症化
を予防する。体調の安定化を図り、精神科入
院の減少につなげ、精神障害者が地域でいき
いきと暮らせる社会を目指す。

〈取組内容の説明〉
これまで重度医療の対象でなかった精神障害者手帳２級所持者の精神科通院医療費を助成することで、定期通院等を
促進し、再発や重症化を予防する。令和8年1月診療分から助成対象とする。

〈積算内訳〉
①需用費　消耗品費　　請求書カラー用紙　5,000円×1箱（5,000枚）×1.1＝5,500円
　　　　　印刷製本費　受給者証（オレンジ）　9.2円×1,000枚×1.1＝10,120円
　　　　　　　　　　　封筒　30円×1,000枚×1.1＝33,000円
②役務費　郵便料　　　81円×600人＝48,600円
　　　　　諸手数料　　医療費申請手数料　60円×3,673件＝220,380円
③扶助費　医療扶助　　重度心身障害者医療給付金　15,990,000円

①＋②＋③＝16,307,600円

県内の実施状況等

新座市、和光市、志木市：令和８年１月実施
予定

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 重度心身障害者医療費支給事業補助金 7,995 上記参照
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 障害福祉課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

障害児等療育支援事業内での
発達検査の実施

障害者生活支援事業 2,565

実施理由 事業概要

・特別な配慮や支援を必要とする児童が急増
しており、医療機関での発達検査が追い付い
ていない状況であることから、速やかに支援
を提供するため実施する。

〈取組内容の説明〉
地域における障害児やその家族への支援体制の強化を図ることを目的とし、対象となる児童に対して発達検査等を行
う。
身近な地域において発達検査を受けられる体制の充実を図ることで、療育の適切な利用につなげる。

〈積算内訳〉
諸委託料　障害児等療育支援委託料

令和８年度当初予算
拡充前　委託事業費（拡充分を除く）1,921,500円≒1,921千円・・・①
　　　　業務経費　　　　1,921,500円×25％＝480,375≒481千円・・・②
　　　　合計（①＋②）　2,402千円

拡充分　発達検査等実施　16,000円×120回＝1,920,000円＝1,920千円・・・③
　　　　発達検査消耗品　 1,100円×120回＝　132,000円＝　132千円・・・④
　　　　業務経費　　　　（②＋③）×25％＝  513,000円＝　513千円・・・⑤
　　　　合計（③＋④＋⑤）　2,565千円

拡充後　合計（①＋②＋③＋④＋⑤）4,967千円

県内の実施状況等

市独自で実施

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 児童虐待防止対策等総合支援事業費補助金 1,282 12 諸委託料 2,565

17 児童虐待防止対策等総合支援事業費補助金 641

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 障害福祉課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

総合福祉センター大規模改修工事設計業務 施設改修事業（障害福祉費） 37,500

実施理由 事業概要

・開所から２０年以上が経過し、施設や設備
が老朽化してきているため、朝霞市建物系公
共施設マネジメント実施計画に基づき、大規
模改修に伴う設計を行う。

〈取組内容の説明〉
・経年劣化による消耗、機能低下に対する機能回復を図る。【躯体・屋根・屋上・外壁・内装・電気設備・機械設備
等】
・大規模改修を行うことで、市民及び職員が安心・安全に総合福祉センターを利用できる。

〈積算内訳〉
令和８年度計上額　37,500,000円（設計委託料×0.5）

令和８・９年度　　　設計委託料　 75,000,000円（2か年継続費）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

20 公共施設マネジメント基金繰入金 3,800 12 設計委託料 37,500

23 総合福祉センター施設改修事業債 33,700

継続費
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 生活援護課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

生活保護データ標準レイアウト
システムの改修

生活援護総務事務事業 2,046

実施理由 事業概要

〇厚生労働省により令和6年5月9日付け事務
連絡の「行政手続きにおける特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律等の
一部を改正する法律の施行に係る外国人保護
の取扱いについて」に対応するため、システ
ムを改修する。

※　令和８年６月向けデータ標準レイアウト
システムの改版がリリースされることから、
生活保護システム等の改修を行う。
※　外国人保護の情報提供対応版の適用

〈取組内容の説明〉
〇生活保護システムへ、次の項目の改修を対応する。
・レイアウト改版パッケージ適用、導入ソリューションサービス、e-suite連携分の改修。
・今回の改修を行うことで、外国人保護の情報について、マイナンバー情報連携の対象となる。

〈積算内訳〉
〇歳出
　システム改造委託料　　2,046,000円（税込）
　・レイアウト改版パッケージ
　・導入ソリューションサービス
　・e-suite連携分の改修

県内の実施状況等

〇志木市においても、同じ生活保護システム
を利用しており、同じ対応が必要となってい
る。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 生活困窮者就労準備支援事業費等補助金 1,023 12 電算システム改造委託料 2,046

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 健康づくり課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

集団検診項目の拡充及び
予約サイト・コールセンターの設置

がん検診事業 32,928

実施理由 事業概要

・がん検診受診率向上のため、現在、市で実
施している乳がんと子宮頸がんの集団がん検
診に加え、胃・肺・大腸・前立腺を追加し、
すべてのがん検診を１日で受診できるよう拡
充する。
・現在は、検診予約方法が抽選となってお
り、予約日が確定するまでに時間がかかり、
キャンセルの原因となっていたが、予約シス
テムを委託し、予約の取りやすい環境を整備
する。

〈取組内容の説明〉
・がん検診受診率向上のため、市が実施している集団がん検診で、すべての検診が受診できるようになる。
・予約サイト・コールセンターを設けることで、市民が予約しやすい環境を整備して、受診率向上につなげる。

〈積算内訳〉
単価契約のためR7年度予算ベースで積算

■増額分
○がん検診事業　委託料　諸委託料　がん検診委託料（集団分）増額分　28,446千円
○がん検診事業　委託料　諸委託料　予約管理委託料（新規）　　　　　 4,482千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　32,928千円

■減額分
・がん検診事業　委託料　諸委託料　がん検診委託料（個別分）（既存）　△35,096千円
・成人健康診査事業　委託料　諸委託料　成人健康診査委託料（既存）　　△   272千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　△35,368千円

トータルで2,440千円の減額。

県内の実施状況等

和光市・志木市
　胃・肺・大腸・乳・子宮・前立腺・３０代
ヘルスチェック・予約システム・コールセン
ター委託

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 32,928
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 国保年金課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

税制改正対応に係る国民年金システム改修 国民年金事業 594

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
　令和7年度税制改正により新たに創設される「特定親族特別控除」等を日本年金機構が実施する年金生活者支援給付
金の算定に用いるため、国民年金システムを改修する。

〈積算内訳〉
■一般会計：歳出
　（款）03民生費　（項）06保険年金費　（目）01国民年金費
　国民年金事業
　（節）12委託料　（細節）21諸委託料
　（説明）電算システム改造委託料　　594,000円

令和7年度税制改正に対応するため、令和8年
度中に国民年金システムを改修する。

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 国民年金事務費交付金等 594 12 諸委託料 594

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 介護保険課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

第10期朝霞市高齢者福祉計画・
介護保険事業計画策定業務

高齢者福祉計画及び介護保険事業計画推進事業 2,750

実施理由 事業概要

・現計画である第9期計画が令和8年度で終了
することから、コンサルタントを活用して、
令和9年度から令和11年度までの3か年を計画
期間とする第10期計画を8年度までに策定す
る必要がある。

〈取組内容の説明〉
・令和9年度を初年度とする第10期朝霞市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について、コンサルタントを活用し、令
和7年度及び令和8年度の2か年で策定する。
・令和7年度に実施する各種アンケート調査の結果などから課題抽出や問題点について分析を行い、各種施策の検討の
ほか、給付費・介護保険料を算出し、計画に反映する。
・コンサルタントによる策定業務支援を得て、推進会議に諮り、質・精度の高い計画を策定することで、計画期間に
おける効果的な施策展開、介護保険制度の安定した運営が図ることができる。

〈積算内訳〉
節）報酬　細節）委員報酬　448,000円
　高齢者福祉計画及び介護保険事業計画推進会議委員報酬：8,000円×14名×4回

節）旅費　細節）費用弁償　134,400円
　高齢者福祉計画及び介護保険事業計画推進会議委員費用弁償：2,400円×14名×4回

節）委託料　細節）諸委託料　2,167,000円
　高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定委託料：2,167,000円
　　※令和7年度～8年度の継続費（5,566,000円）県内の実施状況等

近隣3市をはじめ、他の自治体においてもコ
ンサルタントを活用して計画を策定してい
る。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

01 委員報酬 448

08 費用弁償 135

12 諸委託料 2,167

継続費
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 介護保険課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

地域密着型サービス施設等整備 介護保険施設整備事業 544,559

実施理由 事業概要

・公募により地域密着型サービス（看護小規
模多機能型居宅介護）の指定予定事業者を選
定し、令和8年度中の基盤整備を予定してい
る。

〈取組内容の説明〉
・公募を通して選定される指定予定事業者に対し、「朝霞市地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金」を交付
する。その財源は、「埼玉県地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金交付要綱」において、県から交付決定を
受けた補助金の額とする。

〈積算内訳〉
節）負担金、補助及び交付金　細節）補助金　544,559千円
　・埼玉県地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金

※埼玉県の補助制度。
※公募の状況により補助額は変動し、最大の見込額として算出。

県内の実施状況等

看護小規模多機能型居宅介護は、新座市、和
光市にて各1施設整備されている。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金 544,559 18 補助金 544,559

26,800

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 こども未来課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

溝沼複合施設大規模改修工事設計業務 施設改修事業（児童館費） 29,778

実施理由 事業概要

開所から20年以上が経過し、施設や設備が老
朽化してきているため、朝霞市建物系公共施
設マネジメント実施計画に基づき、大規模改
修に伴う設計を行う。

〈取組内容の説明〉
朝霞市建物系公共施設マネジメント実施計画（旧　朝霞市公共施設等マネジメント実施計画）第２期に基づき、溝沼
複合施設大規模改修に伴う設計業務を実施する。溝沼複合施設大規模改修を行うことにより、市民は、安全安心に溝
沼複合施設（児童館、保育園、老人福祉センター）を利用することができる。

〈積算内訳〉
溝沼複合施設大規模改修工事設計業務委託料
業務委託料　50,274,000円
消費税　　 　5,027,400円
税込み  　　55,302,000円

令和8年度から令和9年の継続費
令和8年度29,778,000円
令和9年度25,524,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

20 公共施設マネジメント基金繰入金 2,978 12 設計委託料 29,778

23 溝沼複合施設大規模改修事業債

継続費
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 こども未来課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

放課後児童クラブＩＣＴ導入 放課後児童クラブ運営事業 1,425

実施理由 事業概要

・放課後児童クラブにおける業務でＩＣＴ化
が可能な部分についてシステムを活用して業
務を軽減する。

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

和光市、新座市導入済み（指定管理者）
志木市導入済み（業務委託）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 子ども・子育て支援交付金 272 12 諸委託料 1,425

17 地域子ども・子育て支援事業におけるＩＣＴ化推進事業費補助金 272

節）委託料　細節）諸委託料（放課後児童クラブ指定管理料）
内訳
　システム利用料　計　719,400円
　・3クラブ（101名～200名）
　・基本機能　　10,400円×10か月×3クラブ×1.1＝343,200円
　・入退室管理　 4,000円×10か月×3クラブ×1.1＝132,000円
　・セキュリティ 4,000円×10か月×3クラブ×1.1＝132,000円
　・帳票作成　　52,000円×1.1＝57,200円
　・職員研修　　50,000円×1回×1.1＝55,000円
　電算機購入費　　計　705,600円
　・iPad　58,795円（税込）×12台＝705,540円

合計　1,424,940円

〈積算内訳〉

・児童台帳管理、児童の入退室管理、保護者とクラブの連絡調整（児童の欠席連絡、クラブからのお知らせなど）、
日報・月報作成などを行うシステムを導入する。
・指導員の事務負担の軽減が図られ、保育の時間に充てることができる。
・保護者の利便性が向上する。
・令和８年度は、全１０クラブのうち３クラブにおいて試行導入し、令和９年度以降に全クラブへの導入に向けて検
討する。

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

保育園給食調理器具の更新 保育園運営事業 1,322

実施理由 事業概要

・保育園は月曜日から土曜日まで、年末年始
を除いて、年間297日開所（令和７年度）
し、給食を提供している。
・調理器具の老朽化に対応するため、計画に
沿って更新する。

〈取組内容の説明〉
・以前、調理器具の点検を行った結果、診断評価の悪いものについて５年計画で更新する。
・令和８年度は「E」評価のうち冷凍庫、食器消毒保管庫を更新する。

〈積算内訳〉
（細節）保育園備品購入費
冷凍庫　　　　　308,000円×１台＝308,000円
食器消毒保管庫  893,200円×１台＝893,200円
計　1201.200円×1.1（物価上昇分）＝1,321,320円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 保育園備品購入費 1,322
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

保育園空気調和設備交換工事 保育園施設改修事業 37,915

実施理由 事業概要

ガスヒートポンプエアコン（ＧＨＰと記載）
を採用している保育園では、設備の老朽化に
よる故障がいつおこるか分からず、時期に
よっては園児の健康に重大な影響がでる恐れ
があることから、園児の安全な保育のため、
電気式エアコンへの交換工事を計画的に行
う。

〈取組内容の説明〉
・宮戸保育園のＧＨＰ３基分を電気式に変更するために、現存するキュービクルの高圧トランス工事を実施する。
・宮戸保育園の高圧トランス工事完了後に、４号機系統（３，４，５歳児室・ホール）の空気調和設備をＧＨＰ式か
ら電気式への交換工事実施
・仲町保育園の５号機系統（３階子育て支援センター）の空気調和設備をＧＨＰ式から電気式への交換工事実施

〈積算内訳〉
〇施設改修工事

■高圧トランス増設工事【宮戸保育園】 　　　　　　　　　　8,349,000円
※油入変圧器、油入変圧器コンデンサー、油入変圧器変流器電流計、電線ケーブル類等

■空気調和設備交換工事（ＧＨＰ４号機系統）【宮戸保育園】　　12,443,860円
※２階　３，４，５歳児室、ホール空気調和設備工事、電気設備工事等

■空気調和設備交換工事（ＧＨＰ５号機系統）【仲町保育園】　　17,121,500円
※３階子育て支援センター空気調和設備工事、電気設備工事等

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

23 保育園施設改修事業債 34,100 14 施設改修工事 37,915

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

保育園園舎塗装工事 保育園施設改修事業 1,489

実施理由 事業概要

対象の園は、建設してかなりの年数が経過
し、廊下鉄骨部全体が錆に覆われている状態
となっており、剥がれ落ちた錆などが園児の
誤飲に繋がる可能性があることから、塗装工
事を行う。

〈取組内容の説明〉
・本町保育園の廊下鉄骨部の塗装工事を行う。
・塗装工事を行うことにより、廊下部分の外観美化、錆が落ちなくなるため、誤飲等の事故を未然に防げる。

〈積算内訳〉
〇施設改修工事

■本町保育園　外通路鉄部塗装工事　　1,488,300円
塗装費　　　1,426,590円
諸経費　　　 　61,710円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 施設改修工事 1,489
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

保育園照明ＬＥＤ化工事 保育園施設改修事業 2,875

実施理由 事業概要

・２０２７年末には水銀に関する水俣条約に
基づき蛍光灯の製造、輸入が原則禁止される
ためＬＥＤ化が必須となっている。
・製造・輸入が禁止となることにより蛍光灯
の流通量が低下し値段の高騰化が考えられ
る。
・政府は、温暖化対策の重要な施策として２
０３０年度（令和１２年度）までに家庭やオ
フィス、工場などすべての照明のＬＥＤ化を
図る方針を打ち出している。

〈取組内容の説明〉
・公立保育園の照明のＬＥＤ化として、令和８年度、借用施設の公設保育園（浜崎保育園、本町保育園）で工事を行
う。
・照明のＬＥＤ化で、消費電力を削減できることにより、温室効果ガス排出抑制を図るとともに、電気料金及び維持
修繕費用等の財政負担軽減ならびに、維持管理に要する事務負担の軽減効果が期待できる。
・園単位でＬＥＤ化の工事をすることで人件費、機材費等を抑えられる。
・複数施設をまとめて依頼することで人件費等を抑えられる。

〈積算内訳〉
浜崎保育園　　　　　　　　　　　　　　　　本町保育園
ＬＥＤ照明（工事費含む）　1,056,000円　　ＬＥＤ照明（工事費含む）　1,386,000円
処分費　　　　 　　　　　　　24,600円　　処分費　　　　 　　　　　　　32,300円
諸経費　　　　　　　　　　　162,400円　　諸経費　　　　　　　　　　　213,000円
計　　　　　　　　　　　　1,243,000円　　計　　　　　　　　　　　　1,631,300円

２園小計　　　　　　　　　2,874,300円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

23 保育園施設改修事業債 2,500 14 施設改修工事 2,875

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

乳児等通園支援事業
(こども誰でも通園制度)に係る施設給付

子ども・子育て支援事業 22,234

実施理由 事業概要

・児童福祉法の改正により、令和８年度から
全国の自治体で新たな通園制度となる乳児等
通園支援事業（こども誰でも通園制度）の開
始が必要であることから、本市においても実
施する。
・実施する施設は、民間の保育園や幼稚園を
想定しており、今年度中に事業者の募集、認
可を行う予定である。

〈取組内容の説明〉
・生後６か月から満３歳未満で保育所等に通っていないこどもを育てている家庭が、就労要件を問わず、時間単位で
柔軟に利用できる新たな通園制度。
・こどもにとって、保育の専門職がいる環境で家庭では得られない体験ができることや、同世代のこどもと関わる機
会が得られる。また、保護者にとっても、通園を通じて、こどもの新たな成長の気づきを保育者と共有できるほか、
子育てについて相談できる。

〈積算内訳〉
　節）負担金、補助及び交付金　細節）負担金

　説明）子どものための教育・保育給付負担金（既存科目）
　【新規・追加】こども誰でも通園制度
　　　　　クラス年齢　想定利用時間数×単価×12月＝給付負担金
　　　　　０歳児　432時間×1,700円×12月＝8,812千円
　　　　　１歳児　478時間×1,400円×12月＝8,030千円
　　　　　２歳児　321時間×1,400円×12月＝5,392千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　計　22,234千円
※想定利用時間数は、年齢別の未就園児数から利用率15％として算出。
※国によりクラス年齢に応じた単価が設定されている。なお、国の検討により単価が変更になる場合がある。

県内の実施状況等

志木市：令和６年度から試行的事業実施
新座市：令和７年度から試行的事業実施
試行的事業を実施していない全国の自治体：
令和８年度から実施

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 子どものための教育・保育給付交付金 11,117 18 負担金 22,234

17 子どものための教育・保育給付費負担金 5,558
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

都市基本図等修正業務 都市計画総務事務事業 14,931

実施理由 事業概要

・都市基本図は、概ね５年ごとに更新してい
る市町村が多い。令和元年度に作成してから
５年以上が経過しており、道路や建物等の地
形地物の状況変化に対応するため、都市基本
図の修正を行い、市民等に販売するほか都市
計画法に基づく都市計画図書として使用す
る。

〈取組内容の説明〉
・都市基本図は、都市計画決定や都市計画基礎調査のベースとなる図面であるが、令和元年度に作成してから５年以
上が経過しており、道路や建物等の地形地物の状況変化が生じている。令和８年度には都市計画法に基づく都市計画
基礎調査が行われるが、現況と差異がある現行の都市基本図をベースとした場合、調査が煩雑になることに加え、成
果物の正確さにも影響がある。
・課税課が毎年実施する空中写真の成果を使用して経費削減を図る。
・印刷については当課の印刷機を使用することで経費削減を図る。

〈積算内訳〉
（細節）諸委託料／（細々節）都市基本図等修正委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14,931千円

県内の実施状況等

新座市（令和３年度）10,197,000円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 14,931

現行の都市基本図（令和元年作成）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

朝霞台駅南口道路空間利活用実証実験 都市計画総務事務事業 7,750

実施理由 事業概要

・北朝霞・朝霞台駅周辺エリアの未来ビジョ
ンにおいて、道路空間の利活用が位置付けら
れている。
・鉄道沿いの道路について、時間帯ごとに活
用方法を変更し、駅周辺で課題となっている
荷捌きスペースを確保することが可能かどう
か、また賑わい創出の可能性について検証す
る。
・国の「道路に関する新たな取組の現地実証
実験」に採択されたため国費を活用し実施す
る。

〈取組内容の説明〉
・ エリア一帯を歩行者自転車専用道路とし、時間帯ごとのニーズにあわせ、荷捌きスペース、賑わいスペース、人中
心の歩行者空間など、使い方を変更する。
・利用状況調査を行うとともにその内容を踏まえた関係者との調整を実施し、具体的に時間帯によって使い方を変更
する範囲を選定する。

〈積算内訳〉
諸委託料　17,050千円（令和7、8年度合計）

〇令和7年度
実施計画の策定　8,430千円
　 準備・仮設 　  870千円
令和7年度合計   9,300千円
〇令和8年度
　 実施・運営    1,250千円
　　 各種調査    4,500千円
　　　　 分析    2,000千円
令和8年度合計    7,750千円
令和7、8年度合計 　17,050千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 道路に関する新たな取組の現地実証実験委託金 7,750 12 諸委託料 7,750

継続費

対象地の現況写真
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

都市計画基礎調査 都市計画総務事務事業 9,548

実施理由 事業概要

・都市計画法第６条に基づき、都道府県がお
おむね5年ごとに、都市計画法施行規則で定
める事項（人口規模、土地利用、都市施設、
災害等）について、都市計画に関する基礎資
料を得ることを目的に調査を実施する。
・調査の実施にあたっては、埼玉県と市町村
で委託契約を締結する。市町村が調査を実施
し、調査結果を埼玉県に提出する。

〈取組内容の説明〉
都市計画法施行規則で定める事項（人口規模、土地利用、都市施設、災害等）について、都市計画に関する基礎資料
を得ることを目的に要領に基づき調査を実施し、埼玉県に提出する。
図面作成等、専門的な知識や技術を要するため、業務委託を行う。

〈積算内訳〉
（細節）諸委託料／（細々節）都市計画基礎調査委託料

人件費　5,533千円
諸経費　4,015千円
合　計　9,548千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 都市計画基礎調査委託金 2,013 12 諸委託料 9,548

土地利用現況図（令和2年度調査）

社会資本整備総合交付金 80,540 16 用地購入費 411,600

23 駅東通線整備事業債 297,900

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

土地開発基金により取得した
駅東通線事業用地の繰戻し

駅東通線整備事業 411,600

実施理由 事業概要

緊急で買取りの必要が生じた際に対応できる
よう、土地開発基金の現金保有額を確保する
ため、基金を管理する道路整備課と調整を行
い、繰戻しを行う。

〈取組内容の説明〉
・土地開発基金は、市の公共用地取得の際に使用されている財源であり、関係各課が調整の上、毎年度の運用を行っ
ている。
・新たに取得する用地について、現在の基金残高での取得が困難であることから、取得済みの用地のうち令和６年度
に取得した用地について繰戻しを行う。

〈積算内訳〉
用地購入費　　411,599,652円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

土地開発基金により取得した
岡通線事業用地の繰戻し

岡通線整備事業 111

実施理由 事業概要

緊急で買取りの必要が生じた際に対応できる
よう、土地開発基金の現金保有額を確保する
ため、基金を管理する道路整備課と調整を行
い、繰戻しを行う。

〈取組内容の説明〉
・土地開発基金は、市の公共用地取得の際に使用されている財源であり、関係各課が調整の上、毎年度の運用を行っ
ている。
・新たに取得する用地について、現在の基金残高での取得が困難であることから、取得済みの用地のうち令和６年度
に取得した用地について繰戻しを行う。

〈積算内訳〉
用地購入費　　110,160円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 社会資本整備総合交付金 60 16 用地購入費 111

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

地区交通戦略の策定 交通施策推進事業 7,766

実施理由 事業概要

 北朝霞・朝霞台周辺地区の駅前広場は整備
から20年以上が経過し、バス、タクシー、一
般車が錯綜するだけでなく、併せて整備した
地下自転車駐車場は劣化が進み対策が必要と
なっている。
 また、東武鉄道が、築50年を経過する朝霞
台駅の建て替えを予定しており、人の流れが
大きく変わることが想定されるため、この機
会を捉えてエリア一帯の交通状況を整理し、
役割分担を検討するとともに、駅前広場や自
由通路等の再整備を行うために地区交通戦略
を策定する。

〈取組内容の説明〉
北朝霞及び朝霞台の駅・駅前広場と周辺街区における、きめ細やかな街路空間づくりを戦略的に進めるため、地区交
通戦略を策定する。

〈積算内訳〉
諸委託料　7,766千円

直接費　　3,008,202円
間接費　　4,051,798円
本体価格　7,060,000円
消費税　　　706,000円
合計　　　7,766,000円

県内の実施状況等

策定自治体：さいたま市、川越市
近隣3市実績なし

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 都市・地域交通戦略推進事業費補助金 3,883 12 諸委託料 7,766

地区交通戦略策定対象地区

（北朝霞駅及び朝霞台駅周辺）
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

デマンド交通（タクシー補助）の実施 交通施策推進事業 18,274

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉・公共交通と福祉の移送サービスの狭間にい
る方への移動支援が課題となっている。
・課題を解決するため、令和７年第１回地域
公共交通協議会で福祉部会の設置を承認いた
だいた。
・福祉部会での議論の結果、新たな移動支援
としてデマンド交通（タクシー補助）で具体
的な検討を進める方向性を取りまとめた。

県内の実施状況等

富士見市、志木市、鴻巣市、東松山市などで
同様の支援を実施
和光市：R4年度～公共交通空白地区の70歳以
上の市民を対象にタクシーチケット配布
（500円×12枚）予算額120万円　対象者35人
新座市：令和3年度に公共交通空白地区を対
象にデマンドタクシー実証実験実施（本格実
施には至らず）

・高齢者、妊産婦、要介護者などバス停までの移動が困難な方へ、タクシー利用料金に対する補助を行うことで、買
い物などの移動支援や外出支援につなげる。
・利用回数は月４回、年４８回を上限とする。
・市補助額は、タクシー利用料金の半額（上限700円）とする。
（参考：利用例）
迎車料金　＋　初乗り運賃　＋　加算運賃　＝　タクシー料金　⇒　市補助額
（500円）　　（500円）　　　（500円）　　　　（1,500円）　　　（700円）
　　※タクシー料金から市補助額を差し引いた金額（800円）が利用者負担となる
・実施期間（初年度は実証実験として実施）
　令和８年７月～令和９年３月（９か月）

〈積算内訳〉
　節）負担金、補助及び交付金　16,929千円
　　対象人数　　利用回数／年　　　単価／件
　　1,900人　×　　13.5回　　　×　　660円　＝16,929,000円
　
　節）使用料及び賃借料　1,345千円
　　　初期導入費用　　　691,190円
　　　システム使用料　　653,400円
　　　合計　　　　　　1,344,590円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 地域公共交通ＤＸ・コンパクト＋ネットワーク促進事業補助金 2,500 13 諸使用料 1,345

18 補助金 16,929

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

公共交通空白地区の改善に向けた
実証運行に係る損失補填

交通施策推進事業 19,229

実施理由 事業概要

・鉄道駅やバス停から半径300ｍ以上離れた
公共交通空白地区を改善するため、地域公共
交通計画に施策として位置付け、改善に取り
組んでいる。
・令和6年12月から1年間の実証運行を実施
中。
・利用者の増加に向け、ルート変更見直し・
検証などを行うため、実証運行を1年間延長
する。
・実証運行延長に伴い、令和７年度運行に係
る赤字額を損失補填として予算計上する。

〈取組内容の説明〉
・地域公共交通協議会で検討を進めている公共交通空白地区の改善に向け、小型の車両による運行ルートや運行条件
等を定めた運行計画を空白地区内の住民（地域組織等）と連携・協力して策定し、持続可能な運行となるか見極める
ために実施している実証運行を1年間延長する。（朝霞市地域公共交通計画における施策①－1）
・運行に伴う赤字額を翌年度予算にて損失補填する。（市内循環バスと同様の流れ）
・公共交通空白地区を改善することで、誰もが移動しやすい、面的な公共交通ネットワーク形成につながる。

〈積算内訳〉
補償、補填及び賠償金　19,229千円
※債務負担を設定し、運行経緯から運賃収入を除いた令和7年度の赤字分を翌年度支払う。
　　人件費　　　14,801,813円
　　車両経費　　 3,216,526円
　　その他経費　 1,760,082円
　　運行経費合計　19,778,421円・・・①
　
　　初期導入経費　450,000円・・・②　ルート変更に伴うバス停追加分

　　経費合計（①＋②）　20,228,421円
　　運賃収入　1,000,000円
　　補償料　　19,228,421円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

21 補償金 19,229

債務負担行為
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

景観に配慮したバス待ち環境の充実
（ベンチ設置）

市内循環バス運営事業 1,200

実施理由 事業概要

公共交通計画策定に合わせて実施したアン
ケートにおいて、バス利用促進の改善策につ
いての問いに対し、「バス停で上屋やベンチ
を整備」が最も高い結果となっていることか
ら、バス待ち環境の充実を図る。
≪バス利用者に関するアンケート調査結果≫
 設問→バス利用促進の改善策について
 第1位 バス停で上屋やベンチを整備 35.9％
 第2位 運行ダイヤを変更する　　　 26.5％
 第3位 ICカードを簡単にチャージ　 25.9％

〈取組内容の説明〉
・バス利用者から設置の要望が高いバス停への上屋やベンチ等を設置し、バス待ち環境の改善を図り、利用促進につ
なげる。
・朝霞市地域公共交通計画における施策として、歩行空間の確保等が課題となり実施に至っていなかったことから、
省スペースタイプのベンチを設置する。
・バス待ち環境を充実させることで、利用者の満足度向上及び利用促進が期待される。

〈積算内訳〉
工事請負費　1,200千円
　（内訳）
　　・材料費（ベンチ代）　458,000円
　　・施工費　　　　　　　369,800円
　　・諸経費　　　　　　　262,700円
　　・小計　　　　　　　1,090,500円
    ・消費税　　　　　　　109,050円
　　・合計　　　　　　　1,199,550円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

20 みどりのまちづくり基金繰入金 1,200 14 ベンチ設置工事 1,200

施工事例

栄町三丁目（膝折・溝沼線 市民会館行き）

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

歩道橋長寿命化対策工事 交通安全施設事業 27,092

実施理由 事業概要

・市が管理する歩道橋11橋について、長寿命
化計画に基づき適切な維持管理を行う。
・長寿命化計画策定後、対策工事実施済みの
歩道橋は5橋（令和7年度終了時点）。

〈取組内容の説明〉
・歩道橋長寿命化計画に基づき、順次、長寿命化対策を実施しており、令和8年度は1橋（花の木交差点歩道橋）の工
事を行う。
・予防保全を実施することで、施設の長寿命化及び維持管理費用の抑制につながる。

〈積算内訳〉
工事請負費　27,092千円
　（内訳）花の木交差点歩道橋
　　　　直接工事費　12,604,394円
　　　　経費　　　　12,024,606円
　　　　消費税　　　 2,462,900円
　　　　合計　　　  27,091,900円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 道路メンテナンス事業補助金 14,900 14 歩道橋改修工事 27,092

23 歩道橋改修事業債 10,900
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

朝霞駅南口周辺地区交通安全対策工事 交通安全施設事業 10,828

実施理由 事業概要

令和4年11月に地元自治会、商店会長から
「交通安全対策の実施について」の要望書が
連名で提出され、朝霞駅南口周辺区の面的な
交通安全対策の実施に向け、令和5年度から
の2か年で基本構想を策定した。
基本構想に基づき、安全対策工事を順次実施
する。

〈取組内容の説明〉
・地区内の各入り口にゾーン30プラスの路面表示を設置する。
・地区内の1か所にスムーズ横断歩道を設置する。
・スムーズ横断歩道の設置により速度抑制につながる。
・面的な交通安全対策を実施することでエリア全体での交通安全対策の推進に寄与する。

〈積算内訳〉
工事請負費　10,828千円
　直接工事費　5,790,302円
　諸経費　　　4,052,698円
　小計　　　　9,843,000円
　消費税　　　　984,300円
　合計　　　 10,827,300円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 交通安全対策補助金 5,955 14 交通安全対策工事 10,828

23 交通安全対策事業債 4,300

工事内容

スムーズ横断歩道 １か所

ゾーン３０プラス路面表示 １７か所

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 まちづくり推進課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

北朝霞駅東口地下自転車駐車場
ラック改修工事

自転車駐車場改修事業 1,672

実施理由 事業概要

・北朝霞駅周辺で自転車駐車場が不足し、定
期利用のキャンセル待ちが生じている。
・一部ラックが故障により使用不可となって
いるため改修する。

〈取組内容の説明〉
・故障しているラック（50台）を改修する。
・自転車駐車場の収容台数が増加し、キャンセル待ちの解消、利用料金収入の増加につながる。

〈積算内訳〉
工事請負費　1,672千円
　1,520,000円×1.1＝1,672,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 自転車駐車場改修工事 1,672
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 みどり公園課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

みやど公園他台帳作成業務 公園管理事業 4,575

実施理由 事業概要

令和６・７年度に新たに整備したみやど公園
及びまぼりひがし公園の公園台帳を作成す
る。

〈取組内容の説明〉
適切で効率的な公園の維持管理に寄与する。
（地形図原図作成、施設平面図作成、植栽平面図作成、求積図作成、台帳調書作成、現況写真作成）

〈積算内訳〉
細節：施設整備管理委託料

２公園の台帳作成　みやど公園、まぼりひがし公園

（作業計画、資料収集・整理、地形図原図作成、施設平面図作成、植栽平面図作成、求積図作成、台帳調書作成、現
況写真作成、製本、成果等整理）

　4,574,900円（うち消費税415,900円）

県内の実施状況等

近隣３市において公園台帳を作成していない
都市公園はなし。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 4,575

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 みどり公園課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

城山公園他トイレ洋式化等工事 公園管理事業、公園施設改修事業 2,100

実施理由 事業概要

市民から洋式化要望の声があり、実施する。
近辺に保育園や家庭保育室があり、他の公共
施設が近くにないため、公園のトイレを利用
する市民が多い。
既に破損しており、修繕が必要である。

〈取組内容の説明〉
・和式トイレを撤去し、洋式トイレを新たに設置する。
・洋式トイレに変えることで利便性が上がり、市民も気軽に公園を利用できるようになる。
・新しい設備を導入することで、清掃や維持管理がしやすくなり、常に清潔な状態を保つことができ、公園全体の衛
生環境が向上する。
・破損したベビーシートを撤去し、新品に交換し、以前のものより耐久性、衛生性が確保できるものに交換する。
・市民が安全に利用でき、子育て世代の利便性が向上し、公園の利用促進につながる。

〈積算内訳〉
公園管理事業・需用費・施設等修繕料
公園施設改修事業・工事請負費・開設公園改修工事

修繕料　　　　474,260円
工事費　　　1,434,050円
計　　　　　1,908,310円
消費税　　　  190,831円
合計　　　　2,099,141円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

10 施設等修繕料 522

14 開設公園改修工事 1,578
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 みどり公園課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

土地開発基金により取得した
水久保公園用地の繰戻し

公園管理事業 4,944

実施理由 事業概要

緊急で買取りの必要が生じた際に対応できる
よう、土地開発基金の現金保有額を確保する
ため、基金を管理する道路整備課と調整を行
い、繰戻しを行う。

〈取組内容の説明〉
・土地開発基金は、市の公共用地取得の際に使用されている財源であり、関係各課が調整の上、毎年度の運用を行っ
ている。
・新たに取得する用地について、現在の基金残高での取得が困難であることから、取得済みの用地について繰戻しを
行う。

〈積算内訳〉
①根岸台七丁目１０２６番２　畑　47.56㎡　2,016,544円
②根岸台七丁目１０２８番４　畑　59.73㎡　2,926,770円
計　4,943,314円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 用地購入費 4,944

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 みどり公園課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

滝の根公園木製遊具撤去工事 公園施設改修事業 22,409

実施理由 事業概要

公園施設長寿命化計画（計画期間令和７年～
令和１６年）に基づき、遊具・施設の安全確
保のため、撤去工事を実施する。

〈取組内容の説明〉
老朽化している遊具を撤去することで、事故を未然に防ぐ。

〈積算内訳〉
既設遊具撤去　　　　10,268,159円
諸経費　　　　　　　10,102,841円
消費税　　　　　　　 2,037,100円

計　　　　　　　　　22,408,100円（細節：開設公園改修工事）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 社会資本整備総合交付金 11,204 14 開設公園改修工事 22,409

23 公園施設長寿命化対策事業債 10,000
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 みどり公園課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

あけぼの公園トイレ照明改修工事 公園施設改修事業 1,193

実施理由 事業概要

太陽光発電式照明が故障し夜間不点灯である
トイレ照明を、電気式に改修する。

〈取組内容の説明〉
夜間照明が点灯しないことにより利用者に不便を掛けているため、改修することにより安心・安全に利用できるよう
になる。

〈積算内訳〉
細節）開設公園改修工事
工事費
　・引込工事
　　材料費　　　321,000円
　　設置工事費　414,000円
　　撤去費　　　173,000円
　　諸経費　　　176,000円
　　消費税　　　108,400円
　　合計　　　1,192,400円県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 開設公園改修工事 1,193

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 みどり公園課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

シンボルロードベンチ修繕 シンボルロード管理事業 2,988

実施理由 事業概要

年齢幅の広い方々が利用する公共資産の一部
であり、破損状態ではサークルベンチの一部
が使用できず、またシンボルロードの景観を
損ねてしまうため、適切な維持管理のため実
施する。

〈取組内容の説明〉
・サークルベンチの欠損部分の補修とベンチ全体のひび割れ部分、浮き部分を補修するため、樹脂を注入し、防水
性、耐久性を向上させる。
・市民の安全確保、快適な休憩スペースが提供できる。

〈積算内訳〉
シンボルロード管理事業・需用費・施設等修繕料

工事費　　　2,716,199円
消費税　　　  271,620円
合計　　　  2,987,819円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

20 みどりのまちづくり基金繰入金 2,988 10 施設等修繕料 2,988

中央広場ベンチ

南口広場サークルベンチ
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

北朝霞駅西口ロータリー広場化工事 駅前広場改修事業 179,948

実施理由 事業概要

　北朝霞駅西口ロータリーは、他の駅前広場
に比べ面積も小さく、中州が植栽であるため
車による送迎に使われることがほとんどであ
り、イベントなどによる市民活動等には活用
されていない状況である。
　今後は、ロータリーを広場に整備し、公共
空間の利活用やウォーカブル推進をすること
で、人が集う広場とする。

〈取組内容の説明〉
北朝霞駅西口ロータリーの広場化工事
※工事が2か年となるため、継続費（令和8年度～9年度）として予算計上

・これまでの通過する場所から人々が集まる場への転換
・周辺エリアの交通安全対策（交通規制の実施）
・飲食店等収益施設の設置によるにぎわいの創出
・ウォーカブル推進と公共空間の利活用による目的となる場所への転換

〈積算内訳〉
工事請負費
　駅前広場改修工事
      389,496,000円×1.05（上昇率）×1.1（税）＝449,867,880円＝449,868千円
　　　（R8　179,948千円、R9　269,920千円）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 都市構造再編集中支援事業費補助金 89,974 14 駅前広場改修工事 179,948

23 北朝霞駅西口ロータリー改修事業債 80,900

継続費

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

朝霞台駅南口広場歩道改修工事 駅前広場改修事業 5,782

実施理由 事業概要

・朝霞台駅南口広場は前回の改修後、相当の
年数が経過している。
・広場内の歩道タイルが陥没しているため改
修する。
・現状では、部分的に修繕を実施している
が、広範囲となってきているため、全体的な
改修が必要である。

〈取組内容の説明〉
・広場内の歩道において、陥没箇所や部分的な修繕箇所で歩きづらくなっている箇所を解消する。
・現状は、ｱｽﾌｧﾙﾄ補修などで広範囲にわたって、継ぎはぎとなっているため、広場の歩道の一部を改修する。
・改修することで、ウォーカブル推進都市として、歩きたくなるまちなかづくりに寄与する。

〈積算内訳〉
工事請負費
　朝霞台駅南口広場改修工事
　　　直接工事費　2,652,756円
　　　　　諸経費　2,603,244円
　　　　　　合計　5,256,000円　×1.1（税）＝5,781,600円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 駅前広場改修工事 5,782
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

朝霞大橋避難階段設置設計及び地質調査 道路改良事業 5,036

実施理由 事業概要

・内間木橋を撤去したことにより、避難路が
限定された。
・下内間木地区において、大雨が降った場合
に高所である朝霞大橋に一時的に避難するた
めの階段設置工事に係る設計業務委託等を行
う。

〈取組内容の説明〉
・下内間木地区から朝霞大橋に避難するための階段設置工事に係る設計業務委託
・設置にあたっての地質調査

〈積算内訳〉
令和8年度　設計業務委託（地質調査含む）　5,035千円

3,814,442円（設計料）×1.2（上昇率）×1.1（消費税）＝5,035,063円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 設計委託料 5,036

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

市道2168号線擁壁改修工事 道路改良事業 379,116

実施理由 事業概要

・道路建設から50年程度経過している。
・当該箇所は高低差があり、道路擁壁が民地
側に傾いている。
・大地震などによる擁壁の倒壊を未然に防ぐ
必要がある。

〈取組内容の説明〉
市道2168号線道路擁壁改修工事
・工事実施前後に家屋調査の実施
・改修工事にあたっての埋設物や建物等の支障物移転及び補償
・変状がある既設道路擁壁の撤去
・地盤改良
・新規擁壁及び擁壁の補強材を新設

〈積算内訳〉

県内の実施状況等

令和８年度
　道路擁壁改修工事　　220,378千円（継）
　工事監理委託料　　　　3,430千円（継）
　補償積算委託料　　　　1,802千円
　植栽管理委託料　　　　　940千円
　補償工事　　　　　　 57,737千円
　土地借上げ料　　　　　1,746千円
　補償料　　　　　　　 93,083千円
　計　　　　　　　　　379,116千円

令和９年度
　道路擁壁改修工事　　351,000千円（継）
　工事監理委託料　　　　6,861千円（継）
　植栽管理委託料　　　　1,880千円
　土地借上げ料　　　　　2,328千円
　計　　　　　　　　　362,069千円

令和10年度
　道路擁壁改修工事　　190,187千円（継）
　工事監理委託料　　　　1,717千円（継）
　植栽管理委託料　　　　1,880千円
　補償工事　　　　　　 34,768千円
　土地借上げ料　　　　　2,328千円
　計　　　　　　　　　230,880千円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 社会資本整備総合交付金 111,904 上記参照

23 道路改良事業債 184,300

継続費
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

市道５号線道路改良工事 道路改良事業 86,259

実施理由 事業概要

・溝沼3丁目及び溝沼2丁目地区は、これまで
に大雨時には、頻繁に浸水被害がある場所で
あることから、朝霞市雨水管理総合計画で
は、溝沼3丁目及び溝沼2丁目地区は重点対策
地区に位置づけられている。
・計画では、浸水対策として貯留施設、ポン
プ施設の設置及び雨水幹線布設替えに加え、
市道５号線の側溝整備を計画している。
・令和7年度に下水道施設課の雨水対策工事
（貯留施設及びポンプ施設）が完了する予定
であることから、令和8年度に工事に着手す
る。

〈取組内容の説明〉
市道5号線道路改良工事
・現状のL型側溝を都市型側溝に改修する。
・都市型側溝にすることで、一時的な貯留量を増やし浸水軽減を図る。
・施工延長　L＝280ｍ

〈積算内訳〉
14　工事請負費
　15　道路改良工事　　143,765,000円
【内訳】
市道５号線道路改良工事
　116,234,000円×280ｍ/400ｍ×1.3（上昇率）×1.1（税）＝116,350,234円
給水管切回し工事
　3,140,000円×20軒/17軒×1.3（上昇率）×1.1（税）＝5,282,588円
汚水管布設替え工事
　17,798,000円×20軒/23軒×1.3（上昇率）×1.1（税）＝22,131,426円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　143,764,248円
工事はR8,9の継続費
R8　86,259千円（前払金、中間前払い金）
R9　57,506千円（完成払い）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

23 道路改良事業債 77,600 14 道路改良工事 86,259

継続費

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

路面下空洞調査 道路舗装事業 23,002

実施理由 事業概要

・八潮の陥没事故を受けて、市内の市道にお
いても空洞化している箇所を把握し、早期に
改修を実施する必要がある。

〈取組内容の説明〉
・市内の主な市道において、路面下空洞調査を実施する。
・路面下空洞探査車等による調査
・スコープ調査

〈積算内訳〉
委託料
　路面下空洞調査委託料　（9,940,000円（H30設計）+6,145,000円（R1実施））*1.3（上昇率）*1.1（税）＝
23,001,550円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 社会資本整備総合交付金 11,501 12 諸委託料 23,002
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

市道2332号線他舗装補修工事負担金 道路舗装事業 7,040

実施理由 事業概要

対象地の舗装が劣化しており、志木市（行政
区域の境界にかかる道路の管理に関する協定
による）において、補修工事を実施すること
から負担金として志木市へ支出する。

〈取組内容の説明〉
対象路線の維持管理において、管理をしている志木市より経年劣化による補修を実施することの提案があり、補修を
実施する。当該地は、舗装の劣化が著しく近隣からの苦情も多いため、早急に対処が必要で、安全な道路になるよう
補修を行う。

〈積算内訳〉
一般財源　7,040,000円
舗装改修工事費
14,080,000円×1/2＝7,040,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

18 負担金 7,040

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

土地開発基金により取得した
道路用地の繰戻し

道路用地取得事業 12,488

実施理由 事業概要

・市が借りている土地等について、相続等に
より発生する緊急の買取に対応するため、土
地開発基金保有額を一定以上（５億円程度）
確保する必要がある。

〈取組内容の説明〉
・土地開発基金は、市の公共用地の取得の際に主に使用されている財源であり、関係各課調整の上、毎年度の運用を
行っている。
・土地開発基金で保有している土地のうち、道路整備課所管の事業完了後３年を迎える土地について、一般会計で繰
戻しを行う。

〈積算内訳〉
16公有財産購入費　用地購入費

・件数　2件
・面積　40.23㎡
・金額　12,487,370円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 用地購入費 12,488
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

樋管遠隔操作設定工事 排水機場維持管理事業 3,702

実施理由 事業概要

大雨時に河川が増水した際に、河川からの逆
流による内水浸水を防ぐために樋管のゲート
を閉じるが（通常時は開放）、職員が現地に
赴き開閉作業を実施するのは、危険が生じる
ため遠隔装置を設置し、市役所からの遠隔操
作を可能とする。

〈取組内容の説明〉
道路整備課で維持管理を行っている市内の新河岸川に設置している樋管の遠隔操作を設定する設備改修工事を実施す
るもの。
職員が現地に赴き樋管ゲートの開閉作業を実施する作業がなくなり、遠隔装置により市役所内で操作ができるように
なり、災害時の作業効率が上がる。
宮戸第5樋管（朝霞市宮戸3丁目地内）に令和6年度設置し、遠隔操作用のPCなども配置していることから、設置が必要
な５箇所のうち新たに２箇所を令和８年度で設置する。

〈積算内訳〉
工事請負費　施設改修工事
【内訳】樋管遠方操作装置設置：3,300千円×1.1＝3,630千円
　　　　データ通信サービス料：36千円×2か所＝72千円
　
　　　　合計　3,702千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 施設改修工事 3,702

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

東橋改修工事設計業務 橋梁改修事業 10,830

実施理由 事業概要

・令和４年度の橋梁点検において、橋梁の機
能に支障が生じていないものの、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態
（健全度Ⅱ）と判断された。
・本橋の塗膜にはPCBが含有されており、早
急な除去、処分が必要である。

〈取組内容の説明〉
東橋改修工事設計業務委託
・改修工事に係る補修設計を実施する。
・PCB除去のため、塗膜除去に係る設計も実施。

〈積算内訳〉
委託料
　　東橋改修工事設計委託料
　　　　直接人件費　　3,592,440円
　　　　その他経費　　5,357,560円
　　　　　　　　計　　8,950,000円
　
　　　　8,950,000×1.1（上昇率）×1.1（税）＝10,829,500円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 道路メンテナンス事業補助金 5,956 12 設計委託料 10,830

23 橋梁改修事業債 4,300
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

黒目橋改修工事設計業務 橋梁改修事業 9,511

実施理由 事業概要

・令和４年度の橋梁点検において、橋梁の機
能に支障が生じていないものの、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態
（健全度Ⅱ）と判断された。
・本橋の塗膜にはPCBが含有されており、早
急な除去、処分が必要である。

〈取組内容の説明〉
黒目橋改修工事設計業務委託
・改修工事に係る補修設計を実施する。
・PCB除去のため、塗膜除去に係る設計も実施。

〈積算内訳〉
　委託料
　　黒目橋改修工事設計委託料
　　　　直接人件費　　3,142,390円
　　　　その他経費　　4,717,610円
　　　　　　　　計　　7,860,000円
　
　　　　7,860,000×1.1（上昇率）×1.1（税）＝9,510,600円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 道路メンテナンス事業補助金 5,231 12 設計委託料 9,511

23 橋梁改修事業債 3,800

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

北朝霞陸橋（軌道外）改修工事設計業務 橋梁改修事業 10,648

実施理由 事業概要

・令和3年度の定期点検の結果、早期に補修
すべき橋梁と判断された。
・令和3年に浜崎陸橋、朝霞橋においてコン
クリート片の剥落痕が確認されたことから、
鉄道利用者への影響が大きい跨線橋を優先的
に改修を実施する。

〈取組内容の説明〉
北朝霞陸橋（軌道外）改修工事設計業務委託
・改修工事に係る補修設計を実施する。
・7径間中、軌道外の4径間について設計を行う。
・軌道内を含む3径間は令和5年度に設計を実施済み。

〈積算内訳〉
委託料
　設計委託料　　8,800,000円×1.1（上昇率）×1.1（税）＝10,648,000円（税込み）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 道路メンテナンス事業補助金 5,856 12 設計委託料 10,648

23 橋梁改修事業債 4,300
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

跨線橋点検業務 橋梁改修事業 95,143

実施理由 事業概要

・道路法（施行規則第４条の５の２）の規定
に基づき「近接目視により、５年に１回の頻
度で行うことを基本とすること」と定めてい
る。（施行後３巡目の定期点検）
・管理している全３３橋及び内間木２号橋に
ついて専門業者による点検及び台帳更新を行
い、安全性の確認及び修繕等の必要性が高い
橋梁を選定するための基礎資料とする。

〈取組内容の説明〉
・点検により安全性の確認を行うとともに、修繕等の必要性が高い橋梁を選定し、橋梁長寿命化修繕計画の基礎資料
とする。

〈積算内訳〉
委託料
橋梁点検委託料：75,214千円
【内訳】
東上線跨線橋（5橋）：54,760,000円×1.1（上昇率）×1.1（税）＝66,259,600円
ＪＲ跨線橋（2橋）：（市発注分）7,400,000円×1.1（上昇率）×1.1（税）＝8,954,000円

負担金
橋梁点検費負担金：19,929千円
ＪＲ跨線橋（２橋）：（ＪＲ受託分）18,117,000円×1.1（税）＝19,928,700円

合計　95,143千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 道路メンテナンス事業補助金 52,329 12 橋梁点検委託料 75,214

18 橋梁点検費負担金 19,929

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 道路整備課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

ＰＣＢ廃棄物処分等 橋梁改修事業 500

実施理由 事業概要

・ＰＣＢ含有の疑いのある橋梁について、塗
膜調査を行い、３橋についてＰＣＢの含有が
確認された。
・現在、調査の際に採取した試験体を市で保
管しており、これを令和９年３月３１日まで
に処分する必要がある。

〈取組内容の説明〉
・ＰＣＢ廃棄物の運搬処分

〈積算内訳〉
委託料
　ＰＣＢ廃棄物処理等委託料
　　処分費
　　３缶×50,000円＋50,000（諸経費）＝200,000円
　　運搬費
　　300,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　500,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 500
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 議会総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

文書共有システムの容量の追加 議会事務事業 330

実施理由 事業概要

・令和６年度にタブレット端末を購入し、
ペーパーレス化を推進し議会機能の強化を図
るため、文書共有システムを導入した。
・文書共有システムの掲載期間は一部を除き
４年と決定したこと、今後、さらにペーパー
レス化を図る必要があるため、容量を追加す
る。

〈取組内容の説明〉
・令和6年11月から文書共有システムを導入し、議会改革等でペーパーレス化について検討しており、現在、定例会の
招集通知や議案などをシステムに蓄積しているが、今後について、さらにペーパーレス化を図るため、容量を１Gから
5G追加する。
・効果としては、ペーパーレス化により紙の削減（年間　約6,000枚/15,000枚）、印刷代、郵送代のコスト削減が図
られている。また、今後、さらに資料が蓄積されていけば、資料の検索が容易になり、必要な情報をすぐに見つける
ことができるなど議会機能の強化が図られる。

〈積算内訳〉
節）使用料及び賃借料　細節）諸使用料

月額基本料金（１Ｇ含む）　20,000円
    クライアントライセンス10,000円
    容量追加（5G）　　　　25,000円
          合計　55,000円×12か月×消費税＝726,000円・・・①

※現在の契約内容
月額基本料金（１Ｇ含む）　20,000円
    クライアントライセンス10,000円
          合計　30,000円×12か月×消費税＝396,000円・・・②

拡充額　①‐②＝330,000円

県内の実施状況等

タブレット導入32市/40市　内文書共有シス
テム導入　27市/32市
文書共有システムの容量　・志木市　5G　・
戸田市　5G

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

13 諸使用料 330

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

小学校図書フィルム装備 小学校図書整備事業 366

実施理由 事業概要

・令和５年９月に、朝霞市書店組合からの装
備費用の一部負担のお願いに対し、装備を表
紙のみ行う『簡易装備』を令和６年度から無
償で行っていただいていたが、『簡易装備』
を本の表紙を含む外側すべてにフィルムをか
ける『フル装備』へ変更する手間や、新たに
図書支援員が装備する時間の確保などの問題
があった。
・学校の図書は、児童生徒への貸出を行うた
め、図書館と同様にフル装備が必要であるこ
とから、新たに委託を行う。

〈取組内容の説明〉
・学校図書館用に購入する本に対し、保護を目的としたブックカバーをかけることや識別や管理のためのバーコード
のラベリングを行う。
・貸出する図書の破れや汚れを防止することができるようになる。
・小学校は、図書の授業において、図書支援員が対応を行うほか、小中学校共通で、図書の貸出・返却の管理、図書
のPOPづくりを行い、児童生徒の読書活動の支援をよりよく行うことができるようになる。

〈積算内訳〉
令和６年度購入実績　小学校：3,658冊

＜予算科目＞
○小学校図書整備事業
（節）役務費　（細節）諸手数料　（細々節）図書装備料
100円×3,658冊=365,800円

県内の実施状況等

朝霞市（図書館）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

11 諸手数料 366
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

小学校ＧＩＧＡスクール端末リプレイス 小学校コンピュータ整備事業 576,902

実施理由 事業概要

・令和３年度にGIGAスクール構想により導入
された端末（iPad)について、配備から４年
が経過し、端末の不具合や故障が増加してい
る。
・学習コンテンツが扱うデータ量も増加して
おり、処理能力やストレージ容量の不足も見
られ始めている。
・国・県の通知、指針に沿って端末の更新を
行う。

〈取組内容の説明〉
・児童生徒の主体的・対話的で深い学び、及び協働的な学びの向上。
・学びの形態の多様化（オンライン、メタバース等）への対応。
・国や県の学力調査CBT化における、端末の安定性の向上。

〈積算内訳〉
小学校コンピュータ整備事業　端末台数　生徒用：7,843台　予備機（教師用含）1,176台
○端末キッティング費用
端末等設定委託料　9,019台×8,580円＝77,383,020円　→77,384千円

〇端末本体、キーボード付カバー、MDMライセンス料
端末等台数 　　　 9,019台×55,385円＝499,517,315円　→499,518千円

合計　　576,902千円

県内の実施状況等

新座市、和光市、志木市　リプレイス済

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 公立学校情報機器整備事業費補助金 330,696 12 諸委託料 77,384

23 小学校コンピュータ整備事業債 221,500 17 教材教具購入費 499,518

（１）第十小学校大規模改修工事　　306,776千円
　（項）小学校費 (目）学校管理費 (事業）小学校設改修事業
  （節）工事請負費

（２）第十小学校大規模改修工事工事監理業務委託　　6,066千円
　（項）小学校費 （目）学校管理費 （事業）小学校設改修事業
　（節）委託料

∴306,776千円＋6,066千円＝312,842千円

〈積算内訳〉

朝霞第十小学校校舎の外壁等の大規模改修工事を行う。
児童や教職員、地域住民が安心して学校施設が利用でき、持続的な教育環境が確保できる。
　（改修範囲）　校舎及びプール棟
　（改修内容）　校舎外壁：クラックや破損部分の補修、サッシまわり防水、塗装改修等
　　　　　　　　校舎屋上：防水改修、手すり改修等
　　　　　　　　プール棟屋上：防水改修
               ※改修箇所のアスベスト含有材除去含む

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

第十小学校大規模改修工事 小学校施設改修事業 312,842

実施理由 事業概要

第十小学校は長寿命化の対象施設として位置
付けられているため、築20年で大規模改修を
行う。

※令和６・７・８年度（３箇年）継続費

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 学校施設環境改善交付金 33,333 12 工事監理委託料 6,066

20 公共施設マネジメント基金繰入金 60,009 14 校舎改修工事 306,776

23 小学校大規模改修事業債 219,500

継続費
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

小学校屋内運動場照明ＬＥＤ化 小学校施設改修事業 34,389

実施理由 事業概要

・令和5年10月に開催された「水銀に関する
水俣条例第５回締約国会議（COP5）」におい
て、蛍光灯の製造及び輸出入の段階的な禁止
に伴い、国内の製造メーカーが蛍光灯等の生
産を終了する。
・HIDランプ（屋内運動場の照明やナイター
設備等）についても、高圧水銀灯については
令和3年から輸出入・製造が禁止され、高圧
ナトリウムランプ等も近日中に製造が終了す
る。

〈取組内容の説明〉

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 学校施設環境改善交付金 10,460 12 設計委託料 3,000

23 小学校大規模改修事業債 17,700 14 校舎改修工事 31,389

・交換の方針に則り、小学校屋内運動場の既存の蛍光灯やHIDランプのLED化を進める。
・計画的にLED化を進めることで、蛍光灯等の在庫不足の影響を受けにくくなる。
・高騰する光熱費の縮減にも寄与する。
【対象校】
　設計　全小学校（１０校）
　工事　第二小、第三小、第七小、第八小、第十小（５校）

〈積算内訳〉
令和8年度予算　34,389千円
12）委託料　　　　3,000千円（屋内運動場照明ＬＥＤ化工事設計委託料）
≪計算内訳≫
　300,000円/校（税込）×10校＝3,000,000円　→　3,000千円
14）工事請負費 　31,389千円
≪計算内訳≫
　単価 ：蛍光灯  40,550円/台    HID灯  142560円/台  として積算
　（第二小）　（(40,550×37）＋（142,560×20））×経費30％×1.1＝6,222,717円
　（第三小）　（(40,550×35）＋（142,560×20））×経費30％×1.1＝6,106,744円
　（第七小）　（(40,550×41）＋（142,560×19））×経費30％×1.1＝6,250,802円
　（第八小）　（(40,550×36）＋（142,560×20））×経費30％×1.1＝6,164,730円
　（第十小）　（(40,550×97）＋（142,560×5））×経費30％×1.1＝6,643,995円
　計　　31,388,988円　→　31,389千円
合計　3,000千円＋31,389千円＝34,389千円

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育指導課・教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

特別支援学級補助員の増員 小学校特別支援学級事業 1,550

実施理由 事業概要

　令和8年度に特別な支援を必要とする児童
が、市内小学校の通常学級への入学を希望し
ていることから、当該児童に応じたきめ細や
かな支援を行うことで、児童と保護者の安全
と安心を確保するため市として補助員を配置
する。

〈取組内容の説明〉
・当該児童の生活面及び学習面において、身体的支援を行う。
・継続的なコミュニケーションによる保護者支援を行う。

〈積算内訳〉
会計年度任用職員
その他報酬　1,483千円　時間額　1,160円×6時間×213日×1人＝1,482,480円
費用弁償　　　 67千円  314円×213日＝66,882円

合　　計　　1,550千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

01 その他報酬 1,483

08 費用弁償 67
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

中学校図書フィルム装備 中学校図書整備事業 294

実施理由 事業概要

・令和５年９月に、朝霞市書店組合からの装
備費用の一部負担のお願いに対し、装備を表
紙のみ行う『簡易装備』を令和６年度から無
償で行っていただいていたが、『簡易装備』
を本の表紙を含む外側すべてにフィルムをか
ける『フル装備』へ変更する手間や、新たに
図書支援員が装備する時間の確保などの問題
があった。
・学校の図書は、児童生徒への貸出を行うた
め、図書館と同様にフル装備が必要であるこ
とから、新たに委託を行う。

〈取組内容の説明〉
・学校図書館用に購入する本に対し、保護を目的としたブックカバーをかけることや識別や管理のためのバーコード
のラベリングを行う。
・貸出する図書の破れや汚れを防止することができるようになる。
・小学校は、図書の授業において、図書支援員が対応を行うほか、小中学校共通で、図書の貸出・返却の管理、図書
のPOPづくりを行い、児童生徒の読書活動の支援をよりよく行うことができるようになる。

〈積算内訳〉
令和６年度購入実績　中学校：2,938冊

＜予算科目＞
○中学校運営事業
（節）手数料　（細節）諸手数料　（細々節）図書装備料
100円×2,938冊=293,800円

県内の実施状況等

朝霞市（図書館）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

11 諸手数料 294

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

中学校ＧＩＧＡスクール端末リプレイス 中学校コンピュータ整備事業 172,258

実施理由 事業概要

・令和３年度にGIGAスクール構想により導入
された端末（iPad)について、配備から４年
が経過し、端末の不具合や故障が増加してい
る。
・学習コンテンツが扱うデータ量も増加して
おり、処理能力やストレージ容量の不足も見
られ始めている。
・国・県の通知、指針に沿って端末の更新を
行う。

〈取組内容の説明〉
・児童生徒の主体的・対話的で深い学び、及び協働的な学びの向上。
・学びの形態の多様化（オンライン、メタバース等）への対応。
・国や県の学力調査CBT化における、端末の安定性の向上。

〈積算内訳〉
中学校コンピュータ整備事業　端末台数　生徒用：2,342台　予備機（教師用含）351台
○端末キッティング費用
端末等設定委託料　2,693台×8,580円＝23,105,940円　→23,106千円

〇端末本体、キーボード付カバー、MDMライセンス料
端末等台数 　　　 2,693台×55,385円＝149,151,805円　→149,152千円

合計　　172,258千円

県内の実施状況等

新座市、和光市、志木市　リプレイス済

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 公立学校情報機器整備事業費補助金 98,743 12 諸委託料 23,106

23 中学校コンピュータ整備事業債 66,000 17 教材教具購入費 149,152
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育総務課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

第三中学校少人数学級整備工事（転用整備） 中学校施設改修事業 11,179

実施理由 事業概要

　中学校の学級編成の標準が改正前の40人か
ら35人に引き下げられることにより、学級数
の増加に伴い教室不足が生じる。

〈取組内容の説明〉
・第三中学校の諸室を普通教室へ転用する工事を行う。
・転用により生徒更衣室を移動する。
・少人数学級の実施により、全ての子供たちの可能性を引き出す教育へ転換し、一人一人の教育的ニーズに応じた
　きめ細やかな指導体制と、安全・安心な教育環境を提供できる。
【工事箇所及び改修内容】
　・3階第3理科室及び準備室を普通教室（2教室）へ改修　→　間仕切り、上水・下水・ガス設備配管撤去、
　　床壁復旧、黒板設置　等

〈積算内訳〉
＜予算科目＞
　・　　11,179千円
(項)中学校費　(目)学校管理費　(事業)中学校施設改修事業
(節)工事請負費　(細節)校舎改修工事
＜積算根拠＞
　・積算根拠　第三理科室　電気改修工事　3,050,000円
　　　　　　　第三理科室　教室転用工事　8,129,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　合計　 11,179,000円
　県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

23 中学校大規模改修事業債 8,300 14 校舎改修工事 11,179

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育管理課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

就学援助費の単価引き上げ（小学校） 小学校教育扶助事業 821

実施理由 事業概要

文部科学省より、令和８年度の予算案におい
て、要保護児童生徒援助費補助金の単価引き
上げが要求されていることから、本市の就学
援助についても単価の引き上げを行う。

〈取組内容の説明〉
経済的理由により教育の機会が失われないように、公立の小・中学校に在籍する児童生徒の保護者に、学用品費の一
部など就学に必要な費用の援助を行うことで、教育の機会均等に資する。

〈積算内訳〉
令和７年度予算→令和８年度予算
【就学援助費】
新入学学用品費　57,060円→64,300円　7,240円×103人＝745,720円

【特別支援教育就学奨励費】
修学旅行費　　　10,790円→15,190円　4,400円×17人＝74,800円
　
合計　820,520円

県内の実施状況等

近隣市（新座市、志木市、和光市）も同様
に、国の動向に合わせて毎年度予算要求をし
ている。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 特別支援教育就学奨励費補助金 37 19 諸扶助 821
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 教育管理課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

就学援助費の単価引き上げ（中学校） 中学校教育扶助事業 2,182

実施理由 事業概要

文部科学省より、令和８年度の予算案におい
て、要保護児童生徒援助費補助金の単価引き
上げが要求されていることから、本市の就学
援助についても単価の引き上げを行う。

〈取組内容の説明〉
経済的理由により教育の機会が失われないように、公立の小・中学校に在籍する児童生徒の保護者に、学用品費の一
部など就学に必要な費用の援助を行うことで、教育の機会均等に資する。

〈積算内訳〉
令和７年度予算→令和８年度予算
【就学援助費】
新入学学用品費　63,000円→81,000円　18,000円×118人＝2,124,000円

【特別支援教育就学奨励費】
修学旅行費　　　28,860円→32,700円　 3,840円×15人＝57,600円
　
合計　2,181,600円

県内の実施状況等

近隣市（新座市、志木市、和光市）も同様
に、国の動向に合わせて毎年度予算要求をし
ている。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 特別支援教育就学奨励費補助金 28 19 諸扶助 2,182

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 学校給食課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

溝沼学校給食センター厚生室
空気調和設備修繕

給食センター管理事業 308

実施理由 事業概要

・故障した厚生室の室内機を修繕することで
空気調和設備が正常に作動するようにし、作
業環境の改善を図る。

〈取組内容の説明〉
空気調和設備が正常に作動することで、職場環境の改善が図られ、作業効率の向上及び職員の十分な体調管理を行う
ことができる。

〈積算内訳〉
給食センター管理事業　需用費　施設等修繕料　308千円
　室内機温度センサー交換費　200,000円
　液管温度サーミスタ　　　　　5,100円（１個　1,700円）
　ガス管温度サーミスタ　　　　2,100円
　出張費　　　　　　 　　　　15,000円
　現場雑費　　　　　　　　　 17,800円
　諸経費　　　　　　　　　　 20,000円
　法定福利費　　　　　　　　 20,000円
　消費税　　　　　　　　　　 28,000円
　　計　　　　　　　　　　　308,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

10 施設等修繕料 308
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 学校給食課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

浜崎学校給食センター
空気調和設備交換工事

施設改修事業（学校給食費） 1,661

実施理由 事業概要

・老朽化により故障をした洗浄室のスポット
クーラーを交換修繕することで作業環境の改
善を図る。

〈取組内容の説明〉
作業環境の改善を行うことで、作業効率及び職員の体調保全を図ることができる。

〈積算内訳〉
工事請負費　浜崎学校給食センター施設改修工事　1,661千円
　エアコン代　　　　　623,000円
　冷媒配管等工事　　　530,000円
　電気設備工事　　　　124,000円
　足場損料　　　　　　 95,000円
　諸経費　　　　　　　138,000円
　消費税　　　　　　　151,000円
　　計　　　　　　　1,661,000円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 浜崎学校給食センター施設改修工事 1,661

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 学校給食課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

浜崎学校給食センター
空気調和設備増設工事

施設改修事業（学校給食費） 1,859

実施理由 事業概要

・高温のスチームで洗浄を行っている洗浄室
で、スポットクーラーの未設置個所に、新た
に設置することで作業環境の改善を図る。

〈取組内容の説明〉
作業環境の改善を行うことで、作業効率及び職員の体調保全を図ることができる。

〈積算内訳〉
工事請負費　浜崎学校給食センター施設改修工事　1,859千円
　エアコン代　　　　　630,000円
　冷媒配管等工事　　　501,000円
　電気設備工事　　　　211,000円
　足場損料　　　　　　 95,000円
　諸経費　　　　　　　252,200円
　消費税　　　　　　　168,920円
　　計　　　　　　　1,858,120円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 浜崎学校給食センター施設改修工事 1,859
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 学校給食課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

溝沼学校給食センター会議室
空気調和設備改修工事

施設改修事業（学校給食費） 3,833

実施理由 事業概要

・溝沼学校給食センターの食事室、会議室、
調理室の空気調和設備（ＧＨＰの１系統）が
故障し、大東ガス（株）に確認したところ、
製造から20年以上が経過しており、修繕に必
要な部品が無いため修繕は不可能。
・食事室は先行して令和７年５月に修繕を実
施したが、近年、夏場の気温上昇が厳しい。
・そのため空気調和設備の修繕は、施設管理
者に課せられた熱中症対策として必要な措置
であり、空気調和設備の改修により職場環境
の整備を図る。

〈取組内容の説明〉
・故障により使用不能で修繕不可能な２室の空気調和設備のうち、使用頻度の高い１室（会議室）の空気調和設備
　を改修する。
・会議室は主として給食調理員の休憩室として使用していることから、労務環境の改善が図られる。
・学校給食運営審議会をはじめとする各種会議の他、ＰＴＡなど外部の方を対象とした試食会の会場として使用
　することが可能となる。

〈積算内訳〉
工事請負費　溝沼学校給食センター施設改修工事　3,832,400円
　　空気調和設備改修工事
　　工事費　　　　　　　2,050,700円
　　諸経費　　　　　　　1,299,300円
　　小　計　　　　　　　3,350,000円
　　消費税　　　　　　　　335,000円
　　合　計　　　　　　　3,685,000円

　令和７年度から令和８年度の労務単価上昇分を1.040（４％）と見込む
　　3,685,000円×1.040＝3,832,400円⇒3,833千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 溝沼学校給食センター施設改修工事 3,833

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 学校給食課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

溝沼学校給食センター
ボイラー１号機改修工事

施設改修事業（学校給食費） 2,761

実施理由 事業概要

・調理、洗浄で使用する熱源供給のために設
置されているボイラーが経年劣化により不具
合が生じている。
・ボイラーを制御する基盤の異常で、ボイ
ラーが正常に動作しない事象が発生してい
る。
・令和７年９月定例会で１台分のボイラー基
盤の改修に係る補正予算を計上したが、冬季
においては３台のボイラーを稼働させる必要
があり、更にもう１台のボイラーの基盤を改
修する。

〈取組内容の説明〉
溝沼学校給食センターでは３台のボイラーで調理、洗浄作業で必要な熱源を作っていたが、そのうち２台で不具合が
発生し、調理や洗浄に必要な熱源が限られるため、作業については手順を変更するなど、決められた給食提供時間に
間に合うよう作業を行っていた。しかし、更に１台のボイラーが今回故障により停止し、正常な状態のボイラーが消
滅した。そこで今回停止したボイラーについて、機器を制御する基盤を交換する。ボイラーが問題なく稼働すること
で、熱源が正常に供給され、給食の調理や洗浄作業を当面の間は時間内に行うことができる。

〈積算内訳〉
工事請負費　溝沼学校給食センター施設改修工事
　　ボイラー１号機改修工事
　　　　　内訳　2,761,000円（１台分の基盤を交換）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 溝沼学校給食センター施設改修工事 2,761
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 生涯学習・スポーツ課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

障害者の生涯学習環境の整備
に向けた検討

生涯学習啓発推進事業 20

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
・令和８年度から「障害者の生涯学習推進アドバイザー派遣」を利用し、本市で実現可能な取り組みに対する助言を
受けるほか、先進市の視察などを実施し、令和９年度に事業化を目指す。
【効果】
・事業化によって障害者の社会参加の促進や地域との交流を通じて相互理解が深まり、共生社会の形成につながる。

〈積算内訳〉
20千円
（節）旅費（細節）普通旅費　640円×往復×8人×2回＝20,480円≒20,000円

・障害の有無に関わらず、誰もがいつまでも
学び続けられるように多様な学び等を充実さ
せ、誰でも学べる生涯学習環境の整備を推進
していく必要がある。

県内の実施状況等

○さいたま市（連携先として実施）
・訪問型学習支援に多様な人材が関わること
で集う全ての人の生涯学習の場とする。
※主体は、目白大学、十文字大学、聖学院大
学、埼玉県立大学、立正大学

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

08 普通旅費 20

302

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 生涯学習・スポーツ課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

プログラム提供型放課後子ども教室の拡充 放課後子ども教室事業 506

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉例年、小学校の夏休み期間及び秋から冬にか
けてプログラム提供型放課後子ども教室を実
施している。また、令和7年度から居場所提
供型放課後子ども教室を実施しているが、い
ずれも夏休み期間中のニーズが高い。

県内の実施状況等

〇県内：５３市町村が実施（本市を含む）
　　　　※通年実施や週１日開催など、
　　　　　複数の開催方法あり
○近隣３市：市内全校の小学校で居場所
　　　　　　提供型を実施
　　　　　　※プログラム提供型未実施

506千円
(R7)                                              (R8)
①（節）報償費（細節）謝金　　 1,594,000円   ⇒   1,786,000円
②（節）役務費（細節）傷害保険料　44,000円   ⇒      56,000円
③（節）委託料（細節）諸委託料   181,000円   ⇒     483,000円
　　　　　　　　　　　　　 合計1,819,000円 　⇒　 2,325,000円

〈積算内訳〉

・秋から冬のプログラム提供型放課後子ども教室の見直しを図り、ニーズが高い夏休み期間中のプログラム提供型放
課後子ども教室の実施校及び実施回数を拡充する。なお、実証実験として、プログラム提供型放課後子ども教室にお
いて児童が思い切り遊べる場所である「プレーパーク」を実施する。
【開催回数】
(R7)　　　　　　　　　　　　　　　　(R8)
・夏　：6校、各校5回、合計30回　⇒　8校、各校10回、合計80回開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※各校5回ずつ増、新規2校は10回ずつ増、延べ2校増、50回増
・秋冬：6校、各校6回、合計36回　⇒　休止
【効果】
・夏休み期間における市民ニーズが高いことから、実施校及び実施回数の拡充を行うことにより、より多くの児童や
保護者の利用機会を確保し、生涯学習や子育て支援の充実を図ることができる。
【備考】
・プレーパークは、8校のうち、2校で10回ずつ実施する。

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 放課後子ども教室推進事業費補助金 236 07 謝金 192

22 市主催事業参加者負担金 12 11 傷害保険料 12

12 諸委託料
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現在は市直営で行っている記録計測等の業務
について、所有している計測機器の老朽化に
伴い、今後の大会の継続を見据えた改善を図
るとともに、計測・集計等に係るスタッフの
負担軽減を図るため、業務を委託する。
近年、参加者が減少傾向であることからより
多くの参加者を募るため大会の質の向上を図
る必要がある。

県内の実施状況等

・ふじみ野市「ロードレース大会」令和6年
度　参加者1,169人　参加費1,000円～2,500
円（一般2,500円）
・和光市「和光市民ロードレースフェスティ
バル」令和６年度　参加者786人　参加費
1,000円～4,000円（一般4,000円）
・新座市「新座市ロードレース大会」令和６
年度　参加者785人　参加費500円～3,000円
（一般3,000円）
・志木市　大会実施なし

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 生涯学習・スポーツ課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

ロードレース大会記録計測等業務 スポーツ振興事業 794

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
現在は市直営で行っている、記録計測、参加者受付、ナンバーカード作成等の業務を委託する。
計測タグを導入することによりタイム測定の正確性の確保、速やかな記録賞の発行、表彰の実施が可能となる。

〈積算内訳〉
12委託料
21諸委託料
ロードレース大会おけるエントリー、記録集計等業務委託
（参加人数700人想定）
1 エントリー受付に関する業務　60,000円
2 記録計測・集計に関する業務　361,000円
3 制作物作成に関する業務　100,000円
4 スタッフ関係　170,000円
5 その他　30,000円
小計　721,000円
消費税　72,100円
合計　793,100円

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

12 諸委託料 794

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 生涯学習・スポーツ課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

中央公園野球場劣化状況調査 施設改修事業（公園体育施設費） 12,900

実施理由 事業概要

改築後４０年以上が経過（1982年築）し老朽
化が進んでおり、朝霞市建物系公共施設マネ
ジメント実施計画の第２期計画に基づき、長
寿命化改修のための劣化調査を行う。

〈取組内容の説明〉
長寿命化改修が可能かの判断、また改修が可能な場合の工事内容を検討するための劣化調査を行う。
施設改修を実施することにより、利用者が安心して安全に施設を利用することができる。

〈積算内訳〉
12委託料
21諸委託料
○中央公園野球場劣化状況調査業務委託  12,899,700円
　①劣化不具合調査、法適合調査　 3,010,020円
　②外壁調査、構造躯体劣化調査   3,483,740円
　③給排水設備劣化調査           2,014,340円
　④電気設備・電光掲示板劣化調査 1,489,340円
　⑤アスベスト含有調査　　　　　   664,340円
　①～⑤計（経費込）　10,661,780円
　年次調整(10%)       1,066,178円
　　　　           計11,727,958円　⇒　11,727,000円
　消費税　　　　　　　 1,172,700円
　　　合計　　　　　　12,899,700円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

20 公共施設マネジメント基金繰入金 12,900 12 諸委託料 12,900

53



事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 生涯学習・スポーツ課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

中央公園陸上競技場非常放送設備の改修 施設改修事業（公園体育施設費） 6,619

実施理由 事業概要

・非常放送設備に不具合があり改修が必要で
あるため。
・スピーカーに不鳴動箇所があり、非常時の
警報等の放送が一部できない状態となってい
る。
・令和７年３月に消防署に報告書を提出した
ところ、不備があるため早急に改修するよう
指摘を受けている。

〈取組内容の説明〉
非常放送設備機器本体の交換を行う。
機器取付工事、試験調整、既設撤去処分を含む。

〈積算内訳〉
14工事請負費
04施設改修事業
ラック型非常放送アンプ架　一式　 4,047,000円
雑材料消耗品　　　　　　　    39,000円
機器取付工事費　　　　　　   300,000円
試験調整費　　　　　　　　   250,000円
既設撤去処分費　　　　　　   120,000円
諸経費　　　　　　　　　　   714,000円
小計　　　　　　　　　　　 5,470,000円
消費税　　　　　　　　　　   547,000円
合計　　　　　　　　　　　 6,017,000円
物価上昇見込み(×1.1）　　 6,618,700円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 施設改修工事 6,619

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 文化財課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

丸沼芸術の森コレクション展 運営事業、管理事業（博物館費） 3,147

実施理由 事業概要

・昭和60年（1985）に設立された丸沼芸術の
森は、これまで多くの芸術家に支援を行い、
村上隆や入江明日香、河明求など多くの作家
を育成してきた。一方で、アンドリュー・ワ
イエスや佐藤忠良、加藤孝造などの作品を蒐
集しており、これらコレクションは国内外の
研究機関や愛好者から注目されている。今回
の展示は国際的アーティストの育成と朝霞市
の文化芸術の振興を目的に活動している丸沼
芸術の森の誕生から未来への歩みを展示する
もの。

〈取組内容の説明〉
・市内で5,000点を超える美術品コレクションを有する丸沼芸術の森コレクション展の開催を通じて、市民に美術品の
良品を観覧する機会を提供し、市の芸術文化の向上に資することを目的とする。
・本市の文化芸術の振興を目的に、様々な芸術活動を進めている丸沼芸術の森と作品展を共催することにより、本市
の文化・芸術振興の前進に寄与する。
・展示の監視や展示物の理解を深める案内を行うため会計年度任用職員を配置する。
・借用した展示作品の安全性確保のため、立哨警備を行う警備員を配置する。

〈積算内訳〉
　運営事業
　報酬：会計年度任用職員報酬（2人）　307,000円
　旅費：費用弁償　　　　　　　　　　　 7,000円
　　　　　　　　　　　　      合計　314,000円

※令和7年度補正　　　　　（4,932,000円）
　うち
　運営事業
　役務費：運搬料　　　　　  1,448,000円（令和7年度債務負担）
　　　　　資料借用保険料　　  144,000円（令和7年度債務負担）
　管理事業
　委託料：警備業務委託料　  1,241,000円（令和7年度債務負担）

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

上記参照
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 文化財課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

朝霞市博物館展示用照明ＬＥＤ化 施設改修事業（博物館費） 1,918

実施理由 事業概要

・美術・博物館用蛍光灯の製造は終了してお
り、在庫不足による影響が顕著になる前にＬ
ＥＤ化を行った方が良いため。
・蛍光灯を始めとする照明器具・工事全般の
価格が年々高騰しているため、ＬＥＤ化は早
い方が経済的であるため。
・今後も美術展示の実施が見込まれており、
美術品に対応する標準的な照明環境（ＬＥＤ
化による作品劣化防止、自然な色調再現）が
必要となるため。

〈取組内容の説明〉
・館内蛍光灯のＬＥＤ化を段階的に進めるべく、まずは対象展示ケースの照明交換を行う。
＜効果＞
・蛍光灯やその照明器具が入手困難になることによるトラブルを避ける。
・蛍光灯との比較においてＬＥＤ照明は、長寿命、省メンテナンス、高い節電効果（電気代縮減）、ＣＯ２排出量削
減による環境効果、紫外線を出さないことによる美術品・文化財の劣化防止効果が見込まれる。
・できる限り早く取り組むことで、著しく高騰する蛍光灯やその照明器具の費用を縮減する効果が見込まれる。

〈積算内訳〉
令和8年度予算　1,918千円

節:工事請負費－細節:照明LED化改修工事
≪計算内訳≫
ハイケース部品    225,000円×3台＝675,000円
既設備品撤去作業　         　 　　106,200円
新規部品取付作業　       　　 　  432,200円
現場諸経費                        412,600円
その他経費                        117,000円
　小　計　                      1,743,000円
　消費税　　　　　       　　 　　174,300円
　合　計　　　　　       　　 　1,917,300円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

14 照明ＬＥＤ化改修工事 1,918

・最新のWindowsPCとエミュレータを導入することにより、既存設備の改良なしで従来の機器や番組を作動させること
ができるようになり、今後も安定した番組投映を行うことが可能となる。

〈積算内訳〉
節）備品購入費　細節）庁用器具購入費　細々節）庁用器具購入費　2,238千円
①プラネタリウムコンソール用ＰＣ(エミュレータ等含む)一式
      　  　合計　　　　　　　 　　　　 2,054,800円
②プロジェクター（EPSON EB-W06）一式
      　  　合計　　　　　　　　　　　  　 182,600円　　　　　①＋②合計　2,237,400円

プラネタリウムの番組投映に必要なコンソール用
ＰＣ一式及びプロジェクターは、いずれも経年劣
化によりたびたび不調をきたしていたが、今後も
プラネタリウム事業を継続するために欠かせない
機器であるため、ＰＣ一式及びプロジェクターを
購入する。

県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 中央公民館

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

プラネタリウムコンソール用ＰＣ、
投映用プロジェクター更新

中央公民館運営事業 2,238

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

19 指定寄附金 2,238 17 庁用器具購入費 2,238
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予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 中央公民館

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

中央公民館の備品購入
（長寿命化工事に合わせた更新）

中央公民館管理事業 2,583

実施理由 事業概要

中央公民館・コミュニティセンターの備品に
ついては、施設の開館以来、長年使用してい
るものが多く、特に劣化が著しいものについ
て備品を更新する。

〈取組内容の説明〉
・長寿命化改修工事に合わせ、館内の備品等を更新することで、安全、安心で、快適な教育環境を提供する。

〈積算内訳〉
節）備品購入費　細節）庁用器具購入費
中央公民館の備品
①和室（和室用テーブル、椅子）
②図書室（机、椅子）
③美術工芸室（電気炉）
合計2,582,690円
コミセン（7,102,700円）との合計額9,685,390円

県内の実施状況等

細節 予算額（千円）

17 庁用器具購入費 2,583

・中央公民館・コミュニティセンター長寿命化改修工事　　1,058,046,000円
・中央公民館・コミュニティセンター長寿命化改修工事監理業務委託　　24,651,000円

令和7年度（工事）1,058,046,000円×35%×43.17%＝159,865,460円≒159,866千円
令和8年度（工事）1,058,046,000円×65%×43.17%＝296,892,997円≒296,893千円

令和7年度（監理）24,651,000円×35%×43.17%＝3,724,642円≒3,725千円
令和8年度（監理）24,651,000円×65%×43.17%＝6,917,193円≒6,917千円

令和7年度計（工事、監理）159,866千円+3,725千円＝163,591千円
令和8年度計（工事、監理）296,893千円+6,917千円＝303,810千円

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 民生安定施設整備助成事業補助金 299,147 12 工事監理委託料 6,917

20 公共施設マネジメント基金繰入金 563 14 中央公民館施設改修工事 296,893

23 中央公民館施設改修事業債 4,100

朝霞市公共施設等マネジメント実施計画に基
づき、長寿命化改修工事を実施する。

〈取組内容の説明〉
長寿命化改修工事を行うことにより、市民は安全安心に公民館を利用することができる。
【概要】
①機能回復：屋上防水、外壁、受変電設備、空気調和設備、ホール設備（音響等）、外構等改修
②機能向上：シンボルロードに面する壁を撤去し、イベントスペースを談話室前に確保
③バリアフリー化：トイレ洋式化（2、3階）、授乳室（1階）、受付窓口のローカウンター化、バリアフリートイレの
自動ドア化（3階）、各部屋出入口の引戸化、点字ブロック設置
④環境対応：照明LED化、駐車場緑化ブロック化（一部）、太陽光発電設備

〈積算内訳〉

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 中央公民館

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

中央公民館長寿命化改修工事 施設改修事業（公民館費） 303,810

実施理由 事業概要

継続費
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選挙システムを標準化に準拠させ、市の基幹系システムと同様に国が提供するガバメントクラウドに移行する。

委託料　諸委託料
標準準拠システム（選挙人名簿管理システム）移行業務委託
選挙人名簿管理システム、在外選挙人システム、期日前・不在者投票管理システム、当日投票管理システム
※ガバメントクラウドシステム構築含む
・選挙システム構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,703,000円…①
・データ移行
・ガバクラ上の環境設定及び標準準拠システム利用　       10,164,000円…②
に必要な初期設定
・システム運用テスト　　　　　　　　　　　　　　　　　   2,673,000円…③
・操作研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   528,000円…④
・端末更新分（6台）他周辺機器　　　　　　　　　　　　　　1,526,000円…⑤
・ソフトウェア関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,740,000円…⑥
・【AWS】NW運用管理補助構築　　　　　　　　　　　　　　 7,590,000円…⑦
・【AWS】接続（30Ｍ）構築 　　　　　　　　　　　　　　　  264,000円…⑧
・【ＡＷＳ】ＣＰＥレンタルルータ（C921-4PAS）構築費用　　 400,000円…⑨
合計(①～⑨)×1.1　　　39,146,800円（税込み）

39,147

実施理由 事業概要

「地方公共団体情報システムの標準化に関す
る法律」により、全国の自治体に対して国か
らガバメントクラウドへの移行完了が求めら
れている。

〈取組内容の説明〉

〈積算内訳〉

県内の実施状況等

東京都武蔵野市、国分寺市、志木市
令和７年度実施　５自治体（行政システム）

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 デジタル基盤改革支援補助金 39,147 12 諸委託料 39,147

標準化選挙システム構築 選挙管理委員会運営事業

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 選挙管理委員会事務局

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

任期満了日（令和９年４月２９日）に伴う、
県議会議員選挙執行のため、令和８年度から
準備が必要となる。

〈取組内容の説明〉
県議会議員選挙を執行する準備を行う。

〈積算内訳〉
報酬　516千円（会計年度任用職員報酬）
職員手当等　568千円（時間外勤務手当）
旅費　50千円（費用弁償、普通旅費）
需用費　3,343千円（消耗品費、燃料費、印刷製本費）
役務費　6,645千円（郵便料、諸保険料）
委託料　8,344千円（機器保守点検委託料、諸委託料）
使用料及び賃借料　77千円（著作権使用料）

計　19,543千円県内の実施状況等

県内全自治体同一日に執行

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

17 県議会議員選挙執行費委託金 19,543 上記参照

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 選挙管理委員会事務局

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

県議会議員選挙の執行 県議会議員選挙執行事業 19,543

実施理由 事業概要
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和光市　支部長配付及び郵送。
新座市　支部長配付及び郵送。
志木市　農業委員から連絡及び郵送。

県内の実施状況等

・農業者への通知文書は現在JAあさか野の各
支部長から各農業者へ配付を依頼している。
・農業者の高齢化が進んでいることや支部に
より配付方法が異なり支部員の負担も生じて
いる現状を踏まえ、支部長からの配付から郵
送へ変更する。

予
算
額

歳入

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節

農業者への通知の配付方法の変更 農業委員会運営事業 312

実施理由

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 農業委員会事務局

・JAあさか野の各支部長は農業委員会協力員となっており、農業者への通知の配付等を依頼している。支部長には年
度末に謝金の支払いを行っている。支部長からの配付を郵送に変更することで、謝金の一部を郵便料に変更し、不足
分を拡充とする。
郵送にすることで支部長の負担が軽減されるとともに、確実に個々の農業者へ配付ができる。

〈積算内訳〉
・令和６年度　配付対象農業者数　　約650人
　 　配付回数　５回程度
　　 郵便料　定型50ｇ　96円×650人×５回＝312,000円

事業概要

〈取組内容の説明〉

予算額（千円）

11 郵便料 312
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　〈物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金対象事業〉
　（推奨事業メニュー）

実施理由 事業概要

・令和６年度に給食費を見直ししたが、物価
高騰と社会情勢を鑑み保護者の負担軽減策と
して、令和８年度に引き続き見直し分を市が
負担する。

〈取組内容の説明〉
・近年の急激な物価高の影響を鑑み、令和８年度も引き続き増額分を市が負担することにより保護者の負担軽減が図
られる。

〈積算内訳〉
需用費・給食賄材料費　60,039千円　※園児１食あたり２７０円で積算
需用費・給食賄材料費　57,816千円　※園児１食あたり２６０円で積算
差し引き（拡充分）　 　2,224千円　※端数は切り上げ
内訳
園児分
・通常保育　270円/食×定員919人×292日＝72,453,960円
・一時保育　270円/食×定員20人×292日＝1,576,800円
                                 小計　74,030,760円
　　　　　　74,030,760円×給食率81.1%≒60,038,946円≒60,039千円県内の実施状況等

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

保育園給食賄材料費の増額分の
保護者負担軽減

保育園運営事業 2,224

予算額（千円）

16 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 2,224 10 給食賄材料費 2,224

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節
予
算
額

歳入 歳出

・現在の給食費補助金支給事業は、民間保育所等で給食費（３歳～５歳）を主食費（ご飯、パンなどの費用）2,000
円、副食費（おかず、野菜などの費用）4,500円の範囲内にすることで、児童1人当たり月額1,000円の補助金を支給し
ている。
・これを月額1,200円に拡充することで、民間保育園の運営安定化を図る。

〈積算内訳〉

事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 保育課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

民間保育園給食費補助金支給事業の拡充 子ども・子育て支援事業 3,711

実施理由 事業概要

各園による給食費の値上げを抑制し、保護者
の負担軽減を図るとともに、民間保育園の運
営安定化のために実施する。

〈取組内容の説明〉

節）負担金、補助及び交付金　細節）補助金
細々節）民間保育園等補助金
補助基準額　1,200円
民間３～５歳児受入人数　1,546人
1,200円×1,546人×12か月＝22,262,400円

200円×1,546人×12か月＝3,710,400円（拡充分）

県内の実施状況等

予算額（千円）

16 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 3,711 18 補助金 3,711
予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節
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事業概要（令和８年度当初予算）

担当課 学校給食課

取組名 事務事業名 本取組の事業費（千円）

10 給食賄材料費 128,225

中学校給食費保護者負担軽減 学校給食運営事業 128,225

実施理由 事業概要

〈取組内容の説明〉
令和８年度から国の学校給食費の抜本的な負担軽減により、小学校における学校給食費が月5,200円軽減されるが、中
学校に対する国の支援は、令和９年度以降となることから、小学校と中学校の給食費に大きな格差が生じる。
国の重点支援地方創生臨時交付金を活用し、中学校の学校給食費における保護者負担の軽減を行うことで、中学校の
保護者の学校給食費に対する不公平感を低減できる。

〈積算内訳〉
中学校の生徒数　3,530人
中学校１～２年生　3,400円×2,413人×11ヶ月＝90,246,200円
中学校３年生　　　3,400円×1,117人×10ヶ月＝37,978,000円
計　128,224,200円

令和８年４月から、国の学校給食費の抜本的
な負担軽減（いわゆる給食無償化）により、
小学校における学校給食費が、月6,000円か
ら5,200円軽減され、800円となる。
一方、中学校に対する国の支援は、令和９年
度以降となり、小学校と中学校の給食費に大
きな格差が生じるため、国の重点支援地方創
生臨時交付金を活用し、中学校の学校給食に
おける保護者負担の軽減を行う。

県内の実施状況等

予
算
額

歳入 歳出

款 科目名称 予算額（千円） 節 細節 予算額（千円）

16 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 128,225
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